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はじめに

Sun Ray ソフトウェアのユーザーは、オンラインのマニュアルページを利用して Sun 
Ray システムとその機能に関する情報を得ることができます。マニュアルページは、
機能についての質問に簡潔に応える目的で作成されています。一般マニュアルページ
は解説書としてではなく、リファレンスマニュアルとして利用するのに適していま
す。

書式
マニュアルページの一般形式について説明します。コマンドまたはファイルに関する
マニュアルページには、必要な見出しだけが含まれています。ほぼ次のような順序で
記述されていますが、報告すべき項 (たとえば、「使用上の留意点」) が存在しない
場合、その項は記述されません。マニュアルページ全般の説明は、man(1) を参照し
てください。

名前 この項では、コマンド・機能の名前を示し、それ
らの働きについて簡単に説明します。

形式 この項では、コマンド・機能の名前を示し、それ
らの働きについて簡単に説明します。コマンドま
たはファイルが標準パスに存在しない場合は、フ
ルパスで示します。オプションと引数はアルファ
ベット順に示し、異なる順序が要求される場合を
除き、最初に単一文字、次に引数付きオプション
が続きます。

この項では、次の特殊文字を使用します。

[ ] 角括弧。角括弧で囲まれたオプション・
引数は省略可能です。角括弧がない場
合、その引数は必須です。
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… 省略符号。前の引数に複数の値を指定す
るか、または前の引数を複数回指定でき
ます。例: "filename..."

| 縦棒。縦棒で区切られた引数の中から、
一度に 1 つだけ指定できます。

{ } 中括弧。中括弧で囲まれたオプション・
引数は相互に依存しており、1 つの組と
して取り扱う必要があります。

プロトコル この項は、プロトコル記述ファイルを示すサブセ
クション 3R だけに存在します。

機能説明 この項では、サービスの機能と動作を定義しま
す。このコマンドの実行内容を簡潔に説明しま
す。オプションの説明や使用例の引数は含みませ
ん。対話型コマンド、サブコマンド、リクエス
ト、マクロ、機能などは、使用法の項で説明しま
す。

IOCTL この項は、セクション 7 だけに含まれます。適切
なパラメタを ioctl(2) システムコールに供給す
るデバイスクラスだけが、ioctl であり、独自の
見出しを生成します。特定のデバイスに対する 
ioctl 呼び出しは、そのデバイスのマニュアル
ページ上でアルファベット順に並べられていま
す。ioctl 呼び出しは、mtio(7I) のような io で
終わるすべてのデバイスの特定のクラスに使用さ
れます。

オプション この項では、コマンドのオプション一覧と、各オ
プションの簡単な説明を記述します。オプション
は本来の形式で、形式の項に記述されている順に
一覧表示されます。オプションに対して引数が使
用可能な場合は、そのオプションの項目に記載し
ます。該当する場合は、デフォルト値も示しま
す。

オペランド この項では、コマンドのオペランド一覧と、それ
らがコマンドに与える影響について説明します。

出力 この項では、標準出力、標準エラーの各出力、ま
たはそのコマンドで生成された出力ファイルにつ
いて説明します。
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戻り値 値を戻す関数のマニュアルページの場合、これら
の戻り値と、戻される条件を示します。関数が 0 
または -1 のような定数だけを戻す場合、その値と
説明を記述します。それ以外の場合は、各関数の
戻り値を文章で説明します。void として宣言され
た関数は値を戻さないため、戻り値については説
明しません。

エラー エラー発生時、ほとんどの関数はエラーコードと
グローバル変数 errno に格納し、エラーの理由
を示します。この項では、関数が生成しうるすべ
てのエラーコードの一覧 (アルファベット順) と、
各エラーの発生条件を示します。

使用法 この項では、詳細な説明が必要な特殊な規則、機
能、コマンドを示します。以下にあげる項は、組
み込み型関数の説明で使用されます。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 この項では、コマンドまたは関数の使用例と使用
法を提供します。可能な場合には必ずコマンド行
エントリやマシン応答を含む完全な例を示しま
す。プロンプトは通常 example% ですが、ユー
ザーがスーパーユーザーである必要があるときは 
example# で示されます。例の後には、説明、変
数置換規則または戻り値を示します。ほとんどの
例は、形式、機能説明、オプションおよび使用法
の各項の概念を例示するものです。

環境変数 この項には、コマンドまたは関数が影響を与える
すべての環境変数の一覧を示し、その影響につい
て簡単に説明します。

終了状態 この項では、コマンドが呼び出しプログラムまた
はシェルへ戻す値と、それらの値が戻される原因
となる条件が一覧表示されます。通常、正常に完
了した場合はゼロが戻され、各種のエラー条件に
対してはゼロ以外の値が戻されます。

ファイル この項では、マニュアルページ、関連ファイル、
およびコマンドによって作成されるか、要求され
るファイルで、参照されるファイル名がすべて一
覧表示されます。各ファイル名の後には、記述の
概要または説明が記述されます。
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属性 この項では、コマンド、ユーティリティおよびデ
バイスドライバの一覧を示し、それぞれの属性タ
イプとその対応値を定義します。詳しくは、
attributes(5) のマニュアルページを参照してく
ださい。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、
および一般の出版物が示されています。

診断 この項では、診断メッセージ一覧と、エラーの発
生条件についての簡単な説明を記述します。

警告 この項では、ユーザーの作業条件に重大な影響を
与える特定の条件についての警告を示しますが、
これは診断メッセージの一覧ではありません。

注意事項 この項では、このマニュアルページの他のどの項
にも記載されていない追加情報を提供します。こ
れはユーザーのための特記事項です。重要不可欠
な情報はこの項では説明しません。

制限事項 この項では、既知の問題について説明します。可
能な場合は必ず、その問題の回避策を提示しま
す。
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名前 auth.props -  Sun Ray 認証デーモン構成ファイル

形式 /etc/opt/SUNWut/auth.props

機能説明 auth.props ファイルには、Sun Ray 認証マネージャーの構成プロパティが格納さ
れています。これらのプロパティの多くはその変更がサポートされていないので、
デフォルト以外の値には設定しないでください。

オプション 次のオプションをサポートしています。

adminConfigFile=filename このファイルには管理データベースの構成情報
が格納されます。

allowAnnotations=boolean ( サポートされていません )  true に設定する
と、任意の IP アドレスから任意のアプリケー
ションを接続して、セッションの注釈を作成で
きます。注釈は、"x_" で始まるキーワードに限
定されます。値に制限はありません。

allowFWLoad=boolean この認証マネージャーに接続している 
Appliance に、utload コマンドでファーム
ウェアをダウンロードすることを許可するかど
うかを指定します。

allowLANConnections=boolean true に設定すると、Sun Ray 以外のインター
コネクトのインタフェースだけでなく、
localhost からの DTU 接続も許可されます。

cbport=portNumber ( サポートされていません )  認証マネージャー
が utsessiond および utload などのその他
のプログラムからの接続を待機するポートを指
定します。

cbtimeout=seconds ( サポートされていません )  cbport に接続する
プログラムの読み取り処理に対して、時間切れ
の設定を秒単位で指定します。

controllers=maximum ( サポートされていません )  utload(1M) など
のアプリケーションから新規接続を処理する場
合に利用できる予備スレッドの最大数を指定し
ます。

enableGroupManager=boolean ( サポートされていません )  グループマネー
ジャー機能を使用可能にするかどうかを指定す
るフラグです。

enableLoadBalancing=boolean グループマネージャーの負荷均衡を使用可能に
するかどうかを指定するフラグです。
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enableMulticast=boolean ( サポートされていません )  グループマネー
ジャーでのマルチキャストを使用可能または使
用不可にするフラグです。使用不可にすると、
グループマネージャーではブロードキャストが
使用されます。

forceSessionLocation=boolean ( サポートされていません )  認証モジュールに
関係なく、このファイルの sessionHost と 
sessionPort の設定を強制使用するためのフ
ラグです。

gmDebug=level ( サポートされていません )  グループマネー
ジャーのデバッグレベルを指定します。

gmKeepAliveInterval=seconds ( サポートされていません )  グループマネー
ジャーが使用するブロードキャストのキープア
ライブメッセージの間隔を秒単位で指定しま
す。

gmport=port ( サポートされていません )  グループマネー
ジャーが使用する、他の認証マネージャーから
のキープアライブまたはディスカバリのメッ
セージを送受信するポートを指定します。

gmSignatureFile=file グループマネージャーは、シグニチャーファイ
ルの内容に基づいて、他のグループマネー
ジャーへのメッセージに「署名」できます。同
じ内容のシグニチャーファイルを持つ他のグ
ループマネージャーは、信頼できるものとみな
されます。使用できるようにするには、そのシ
グニチャーファイルの所有者が root であり、
他のユーザーからは読み取り、書き込み、実行
ができないように設定する必要があります。

log=filename ( サポートされていません )  ログメッセージを
記録するファイルを指定します。

logAddTimeStamp=boolean ( サポートされていません )  syslog のメッセー
ジに独自のタイムスタンプを付加します。この
機能は、デバッグ時や syslog の遠隔サーバー
が使用されている場合で、正確なタイムスタン
プが必要なときに役立ちます。

logFacility=value logFacility には、次のどれかを指定します。

kern、user、mail、daemon、auth、syslog、
lpr、news、uucp、cron、local0、local1、
local2、local3、local4、local5、local6、local7
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Log files utauthd メッセージのクラスは、emerg、
alert、crit、err、warning、notice、info、
debug、OFF のうちのどれかです。

メッセージのクラスは次のように指定します。

logPriClientError=value

logPriDebug=value

logPriNotice=value

logPriWarning=value

logPriConfigError=value

logPriUnexpectedError=value

maxStarting=maximum ( サポートされていません )  同時にセッション
を開始できるスレッドの最大数を指定します。
指定した最大数を超えた分のスレッドについて
は、他のスレッドのセッション開始または検証
が完了するのを待ってから、セッションを開始
します。

moduleDif=directorName ( サポートされていません )  認証モジュールの
位置を指定します。

multicastTTL=integer ( サポートされていません )  マルチキャストパ
ケット転送用の time-to-live パラメタです。1 
よりも大きい値を指定すると、キープアライブ
メッセージをルーター経由で渡せます。

noClaimSleepTime=seconds ( サポートされていません )  すべての認証モ
ジュールにトークンが渡されてから、認証が失
敗したことを DTU に通知するまでのスリープ
時間を、秒単位で指定します。

policy=filename 認証ポリシー仕様の位置を指定します。

port=portNumber utauthd デーモンが Sun Ray DTU からの接
続を待機するポートを指定します。

remoteSelect=boolean true を指定すると、utselect(1) コマンドの
遠隔サーバー選択オプションをデフォルトで使
用可能にします。

reportAllDesktopEvents=boolea
n

( サポートされていません )  true を指定する
と、DTU の "exists" 状態を変化させるイベン
トだけをフィルタで抽出する代わりに、すべて
のデスクトップイベントを報告します。
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restrictSunrayIfs=boolean ( サポートされていません )  異なるホスト上の
グループマネージャー間での通信が Sun Ray 
のインタフェースを経由するのを制限します。
false を指定すると、グループマネージャーは
すべてのインタフェース上で通信できます。

selectAtLogin=boolean true を指定すると、utselect -L GUI を作
動させ、ユーザーが CDE にログイン前に、
Sun Ray サーバーを選択できるようにします。
1 台のサーバーだけが使用可能な場合、GUI は
自動的に終了します。-L オプションの詳細は、
マニュアルページの utselect を参照してく
ださい。

sessionHost=hostname ( サポートされていません )  この認証マネー
ジャーに対して、デフォルトの utsessiond 
が動作中のサーバーのホスト名を指定します。

sessionPort=portNumber ( サポートされていません )  この認証マネー
ジャーに対して、デフォルトの utsessiond 
が動作するサーバーのポート番号を指定しま
す。

sessionTypesFile=filename セッションタイプに関連するセッション開始コ
マンドおよび終了コマンドへのマッピングを記
述するファイルを指定します。

smtimeout=seconds ( サポートされていません )  utsessiond デー
モンからのメッセージの読み取り処理に対し
て、時間切れの設定を秒単位で指定します。

termAddrIsSecret=boolean ( サポートされていません )  true を設定する
と、ポート cbport が文字列 status に応答して
報告する動的状態情報には、DTU の IP アドレ
スとポートが含まれなくなります。

terminateEnable=boolean ( サポートされていません )  utauthd に含ま
れる実験的なコードを有効にします。

timeout=seconds ( サポートされていません )  seconds で指定し
た時間ごとに最低 1 回、何らかのメッセージを
認証マネージャーに送信するように DTU に要
求します。
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ファイル 次のファイルを使用します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), utpolicy(1M), utsessiond(1M), utselect(1)

tokenDir=directory ( サポートされていません )  論理トークン名か
らセッション識別子へのマッピングを格納する
ディレクトリを指定します。このマッピングを
固定的に格納することにより、utauthd デー
モンの状態を再起動後に回復することが可能と
なります。システムを再起動すると、この状態
はリセットされます。

token.equiv=filename ( サポートされていません )  特定の raw トーク
ン名から別の raw トークン名へのマッピング
を記述するファイルを指定します。

workers=maximum ( サポートされていません )  Sun Ray DTU か
らの新規接続の処理が可能な予備スレッドの最
大値を指定します。

/etc/init.d/utsvc デーモン /opt/SUNWut/lib/utsessiond を
起動するシステム起動スクリプトです。セッ
ションマネージャーが、実際のセッション切り
替え機能を実行します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr
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名前 utaction - Sun Ray DTU 接続時および切断時の処理

形式 /opt/SUNWut/bin/utaction  [-c ccmd] [-d dcmd] [-D display] [-i] [-t sec]

機能説明 utaction プログラムを使用すると、Sun Ray DTU セッションの接続中または切断
時に、コマンドを実行できます。セッションを DTU に接続したときには、必ず 
sh(1) によって ccmd が起動されます。セッションを DTU から切断したときには、
必ず sh(1) によって dcmd が起動されます。通常、セッションの初期状態 
(utaction が 1 回目に実行されたとき ) では、-i オプションを指定しない限り、処
理は実行されません。

注 – 以前のリリースではこのコマンドは、/opt/SUNWut/lib/utaction  にありました
が、現在は、/opt/SUNWut/bin/utaction  にあります。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 セッションが切断されたときに必ず CDE の画面ロックを起動するには、この
コマンドを使用します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

-c ccmd 現在のセッションを DTU に接続するときに、指定のコマンドを実
行します。

-d dcmd 現在のセッションを DTU に接続するときに、指定のコマンドを実
行します。

-D display このオプションには、Sun Ray enterprise DTU セッションの判定
に使用する X ディスプレイ変数を指定します。指定しない場合は、
DISPLAY 環境変数が使用されます。

-e このオプションは、あるコマンドが実行されると utaction を終了
させます。

-i 接続または切断のどちらか適切なコマンドを、即座に実行します。

-t sec このオプションには、アクションの遅延時間を秒単位で指定しま
す。このオプションを指定すると、ccmd または dcmd は、その
セッションの接続状態または切断状態が少なくとも sec 秒間続かな
ければ、起動されません。

% utaction -d ’/usr/dt/bin/dtaction LockDisplay’ &

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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注意事項 ccmd と dcmd 引数は、utaction にそれぞれ 1 つだけ指定できます。コマンドに複
数の単語が含まれる場合は、引用符で囲んでください。
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名前 utadem - Sun Ray オーディオドライバエミュレータ

形式 /dev/utadem

機能説明 utadem は、 Sun Ray DTU に汎用仮想オーディオインタフェースを提供します。
DTU に対する実際のインタフェースは、セッション対応のデーモンを経由して行わ
れます。このデーモンはマスターポートを経由して utadem に接続されており、ま
たスレーブデバイスノードを作成して通常のオーディオアプリケーションに接続す
る役割があります。

アプリケーション
プログラム

インタフェース

通常の /dev/audio を開くアプリケーションのうち、 -d device スイッチや、
AUDIODEV 環境変数などを使用してオーディオデバイスを選択できるものであれ
ば、 utadem を使用できます。エミュレートされるオーディオデバイスの機能の詳
細は、デーモンによって異なります。標準の audio(7I) インタフェースへの適合
は、以下の方法で処理されます。

オーディオデータ形式 サポートされるデータ形式は、デーモンによって
異なります。機能の詳細は、各デーモンのマニュ
アルを参照してください。

オーディオポート 入力と出力のオーディオポートは、デーモンでは
なく Sun Ray DTU に直接依存します。デーモン
は、使用可能な入力ポートのタイプと数を調べ
て、 audio_info データ構造の 
record.avail_ports フィールドと 
play.avail_ports フィールドに出力できま
す。これらのポートは直接制御できますが、通
常、実際のオーディオ出力は複数のサービスによ
って行われるため、最終的な出力に対するこのオ
ーディオデバイスの影響は、 play.gain の設定
によって決まります。録音の処理では個々のサー
ビスは排他的になっているので、ハードウェアの
ゲインは record.gain と record.balance の
調節により直接制御できます。

サンプルの粒度 utadem ドライバは、デーモンを経由して動作
し、デーモンはオーディオデータを相互接続経由
で転送します。このため粒度が粗くなり、報告さ
れるサンプル数にはジッターが発生する可能性が
あります。どのような場合でも、報告される入出
力サンプル数と実際のサンプル数の差は、転送中
のバッファーのサイズを超えることはありませ
ん。プログラムは audio_info データ構造の 
play.samples フィールドと record.samples 
フィールド精度に依存しないようにする必要があ
ります。
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エラー utadem のエラーについては、 audio(7I) マニュアルページを参照してください。
デーモンが終了した場合、以後スレーブポートに対するオーディオ操作ができなく
なります。このエラーをクリアするには、オーディオプログラムを終了させる必要
があります。デーモン終了後、ポートを開くと ENODEV が戻され、データの書き
込みと ioctl 操作では ENXIO が戻されます。データの読み取りが正常に完了する
と、ファイルの終り (EOF) が戻されます。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /dev/utadem

デーモン用のマスターポート

論理デバイス名はデーモンに依存します。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utaudio(1), ioctl(2), attributes(5), audio(7I), streamio(7I)

オーディオ状態変化の通知 audio(7I) で説明されているように、オーディオ
デバイスの状態変化を非同期的に通知するように
要求できます。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutu

マルチスレッドレベル 安全
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名前 utadm - Sun Ray ネットワークおよび DHCP 構成ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utadm -a interface-name

/opt/SUNWut/sbin/utadm -c

/opt/SUNWut/sbin/utadm -d interface-name

/opt/SUNWut/sbin/utadm -f

/opt/SUNWut/sbin/utadm -l

/opt/SUNWut/sbin/utadm -n

/opt/SUNWut/sbin/utadm -p

/opt/SUNWut/sbin/utadm -r

/opt/SUNWut/sbin/utadm -x

/opt/SUNWut/sbin/utadm -A subnetwork

/opt/SUNWut/sbin/utadm -D subnetwork

/opt/SUNWut/sbin/utadm -L on | off

機能説明 utadm は、 Sun Ray インターコネクトの私設ネットワークおよび DHCP の構成を
管理するコマンドです。名前の検索、ホスト、ネットワーク、ネットマスク、
DHCP に関する各データベースファイルを構成することにより、Sun Ray DTU が 1 
つまたは複数の私設サブネットを経由して中央のサーバーホストに接続できるよう
になります。オプションプラグの  -a、-c、-d、-f、-l、-n、-p、-r、
-x、-A、-D のどれか 1 つを指定する必要があります。このコマンドを実行できる
のはスーパーユーザーだけです。
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オプション 次のオプションを使用できます。

-a interface-name で指定したネットワークインタフェースを、 Sun Ray サブネ
ットワークに設定します。デフォルトでは 192.168.128.0 ～ 192.168.254.0 
の範囲の内で使用可能な私設サブネットワークアドレスが選択されます。
選択されたサブネットを 192.168.N.0 とすれば、 hosts 、 networks 、
netmasks の各ファイルのエントリはサーバーの hostname および interface-
name を使用して以下のように生成されます。

ファイル エントリ

/etc/hosts 192.168.N.1 hostname-interface-name 

適切なエントリが作成されたら、 ifconfig(1M) を使用してネットワー
クインタフェースを hostname-interface-name として起動します。すでに
インタフェースが起動されていて構成済みの場合、ユーザーはネットワー
クの構成をバイパスして、 DHCP を構成するだけのオプションが与えられ
ます。これにより、サーバーの主インタフェース上の Sun Ray インターコ
ネクトの構成が可能になります。 Sun Ray サブネットの IP アドレスは 
DHCP プロトコルで管理されます。このため、 Sun Ray サブネットのパラ
メタを制御するために dhcptab(4) テーブルにいくつかのマクロエントリ
を追加する必要があります。また、入力が求められたときに最初のユニッ
トアドレスとして 0 を入力すれば、 DHCP 構成をバイパスすることも可能
です。 Sun Ray DTU に割り当て可能な IP アドレス群の作成には 
pntadm(1M) コマンドが使用されます。インタフェースの設定と起動が完
了したら、 utfwadm(1M) が起動され、現在のバージョンのファームウェ
アが新しいネットワークの DHCP マクロに追加されます。ユーザーに
は、デフォルトのオプションを承認するかどうかを指定するプロンプトが
表示されます。ユーザーは、必要に応じてオプションを変更できます。

初期設定がまだ行われていない場合は、-a オプションに -c オプションが
すべて包含されることになります。

-c サブネットワークをまったく設定しないで、 Sun Ray インターコネクトの
基本的な構成ファイルを初期化します。具体的には、ネットワークデータ
ベースファイルと DHCP のフレームワークが存在することを確認して、
/etc/nsswitch.conf ファイルを設定し、ローカルの Sun Ray サブネッ
トのネットワーク情報をローカルファイルから取得します。

-d 設定済みの Sun Ray サブネットワークから、 interface-name で指定された
ネットワークインタフェースを削除します。指定されたインタフェース
は、あらかじめ -a オプションで設定されている必要があります。

-f サーバーをオフラインにすることで、サーバーがフェイルオーバーグルー
プにあるときに、そのサーバーに新しいセッションを作成できないように
します。現在確立されているセッションは切断されますが、新規セッショ
ンに対しては、負荷均衡機構はこのサーバーを選択しません。

-l すべての Sun Ray サブネットワークの現在の構成を表示します。遠隔サブ
ネットワークも含まれます。
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使用例 例 1 以下は Sun Ray 私設ネットワークを hme1 上に構成する例です。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/nsswitch.conf

ネームサーバースイッチ構成ファイル

■ /etc/dhcp.conf

DHCP サービス構成ファイル

■ /etc/sysconfig/dhcpd

DHCP サービス構成ファイル

■ /var/lib/dhcp/dhcpd.leases

DHCP サービス構成ファイル

■ /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg -<interface name>

Red Hat AS 3.0 用インタフェース情報

■ /etc/sysconfig/network/ifcfg-<interface name>

JDS および SuSE 用のインタフェース情報

-n サーバーをオンラインに戻します。これにより、サーバーは通常の操作が
可能になり、サーバー上に新規セッションを作成できるようになります。

-p Sun Ray インターコネクトの現在の構成を表示します。各インタフェース
のホスト名、ネットワーク、ネットマスクおよび Sun Ray DTU に DHCP 
から割り当てられた IP アドレスの数を表示します。

-r 動作中の Sun Ray インタフェースをすべて構成解除し、構成データベース
から Sun Ray のエントリをすべて削除します。 LAN 接続サポートがオン
の場合は、オフにするかどうかを問い合わせます。デフォルトは yes ( オ
フにする ) です。

-x 現在の構成をマシンが読み取り可能な形式で出力します。

-A Sun Ray サブネットワークとして指定した subnetwork を構成します。こ
のオプションは、 IP アドレスを割り当てるためだけに、または Sun Ray 
パラメタを Sun Ray クライアントに指定するためだけに DHCP サービス
を構成します。また、共有サブネットワークから LAN 接続サポートを自
動的にオンにします。

-D 構成されている Sun Ray サブネットワークから、 subnetwork で指定した
サブネットワークを削除します。

-L on| 
off

共有サブネットワークから LAN 接続サポートをオンまたはオフにしま
す。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a hme1
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属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 ifconfig(1M), syslogd(1M), syslog(3),  nsswitch.conf(4), hosts(4), 
syslog.conf(4), attributes(5), utfwadm(1M)

Alexander, S., and Droms, R., DHCP Options and BOOTP Vendor Extensions, RFC 
1533, Lachman Technology, Inc., Bucknell University, October 1993.

Droms, R., Dynamic Host Configuration Protocol, RFC 1541,Bucknell University, 
October 1993.

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utadmin.conf - Sun Ray サーバー管理構成ファイル

形式 /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

機能説明 utadmin.conf ファイルは標準の Java プロパティファイルです。このファイルに
は、Sun Ray サーバー管理データベースの構成パラメタが格納されます。通常のこ
のファイルは、utinstall(1M) によってインストールされ、utconfig(1M) に
よって構成されます。

Sun Ray サーバーの構成が完了したら、admin.defaultlocale ( 以下を参照 ) 以
外のパラメタは使用中に変更する必要はありません。その他すべてのパラメタは予
約されています。

プロパティ 以下の構成パラメタをサポートしています。パラメタごとにその名前、説明、例を
示します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

名前 説明

admin.defaultlocale Web ベース管理ツールのデフォルトロケールです。
Linux でサポートされる値は、“en_us” ( アメリカ英
語 )、“fr_FR” ( フランス語 )、“ja_JP.eucjp” ( 日本語 )、
および “zh_CN” ( 簡体字中国語 ) です。

admin.dstatus.dbfile デスクトップの状態が保存される NDBM データファ
イルの場所と名前です。

admin.http.cfile Sun Ray 管理サーバーの構成ファイルです。

admin.http.port 管理ツールが使用する Web サーバーのポートです。

admin.server.name 管理データベースの LDAP サーバープロセスが動作し
ているサーバーの名前です。通常は Sun Ray サーバー
のホスト名になります。

admin.subtree このサーバーの Sun Ray 管理データが常駐している 
LDAP 階層内のサブツリーです。これは、utconfig 
で指定された UT ルートエントリの下位のエントリで
す。

admin.user.name 特権が必要な操作を実行するときに管理クライアント
が構成を必要とする LDAP ユーザーです。

admin.ustatus.dbfile ユーザーの状態が保存される NDBM データファイル
の場所です。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr
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関連項目 utinstall(1M), utconfig(1M), utuser(1M), utdesktop(1M)『Sun Ray 
Server Software 3 管理者マニュアル』
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名前 utaudio - Sun Ray オーディオサービスの接続ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/bin/utaudio 

csh setenv AUDIODEV ‘utaudio‘

ksh export AUDIODEV=‘utaudio‘

sh AUDIODEV=‘utaudio‘;export AUDIODEV

機能説明 utaudio は、 utadem(7D) オーディオデバイスドライバを使用して Solaris の標準
オーディオサービスを使用可能にします。 Sun Ray セッションへの接続後、
utadem(7D) は、 utaudio が /tmp/SUNWut/dev ディレクトリにデバイスファイ
ルを作成できるように、新しいオーディオデバイスを作成します。次に utaudio 
は、ルートデバイス名を標準出力に表示し、 AUDIODEV 環境変数を設定します。
標準のオーディオアプリケーションは、新規のオーディオ擬似デバイスを開き、オ
ーディオ再生および録音の操作を実行できます。

オプション utaudio に対するオプションはありません。

アプリケーション
プログラム

インタフェース

/dev/audio インタフェースの使用により、アプリケーションは AUDIODEV 環境
変数で指示されたデバイスを開き、現在使用中のオーディオデバイスを 
AUDIO_GETDEV ioctl によって特定できるようになります。 utaudio ドライバ
はオーディオデバイス構造の name フィールドに文字列 "SUNW,CS4231" を戻し
て、他の Ultra プラットフォームとの互換性を示します。 version フィールドには、
"a" を、 config フィールドには "pseudo" を格納します。

AUDIO_SETINFO ioctl はデバイス設定パラメタを制御します。アプリケーショ
ンが AUDIO_SETINFO ioctl を使用して record.buffer_size フィールドの内
容に変更を与えた場合には、デーモンは変更後の値をゼロより大きい 8180 バイト以
下の値になるように制限します。

オーディオデータ形式 utaudio デーモンは、 8 ビット精度の u-law および A-
law 、または 8000Hz ～ 48kHz の任意のサンプリング
周波数で使用できる 1 または 2 チャネルの 16 ビットリ
ニア PCM をサポートしています。 SunRay の標準のサ
ンプリング周波数は 48kHz なので、最良の音質を得る
にはこの周波数に設定してください。再生、録音に使用
する入力用と出力用のデータ形式は一致している必要は
ありません。入力デバイスの中には、 2 チャネルの取り
込みをサポートしないものもありますが、 1 チャネル分
しかサポートしていないデバイスに対して 2 チャネル
分が要求される場合、チャネルの複製により 2 チャネ
ル目を作成して対応します。
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ファイル 次のファイルを使用します。

■ /tmp/SUNWut/dev/utaudio/n

オーディオ擬似デバイスの番号付きファイルノード

■ /tmp/SUNWut/dev/utaudio/nctl

対応する制御擬似デバイスの番号付きファイルノード

環境変数 utaudio で Sun Ray セッションとの間での相互認識を実現するためには、
DISPLAY 環境変数をユーザーが実際にアクセスしている X11(7) ディスプレイに設
定しておく必要があります。通常の Sun Ray 環境では、この設定作業は自動的に処
理されます。

環境変数 UT_ADEM には、代替となる別のドライバエミュレータや、別のユニット
番号を指定できます。

utaudio の結果は環境変数 AUDIODEV に戻されます。

 オーディオポート audio_info データ構造の record.avail_ports フ
ィールドと play.avail_ports フィールドには、現在
接続されている Sun Ray DTU の入力ポートおよび出力
ポートのうち、使用可能なものが報告されます。 Only 
AUDIO_MICROPHONE と AUDIO_LINE_IN だけがサ
ポートされていますが、ほとんどのデバイスはどちらの
入力ポートも装備しています。 Sun Ray のオーディオ
モデルでは、これらの 2 種類の入力ポートに対してそ
れぞれ独立した音量設定をサポートしているの
で、入力ポートの変更により音量設定を変更することが
可能です。

出力には常に AUDIO_LINE_OUT が選択されます。ゲ
インの調節はできません。通常は、 AUDIO_SPEAKER 
と AUDIO_HEADPHONE の両方がサポートされてい
ます。この 2 つのレベル調整は共通となっており、独
立して制御することはできませんが、一般的にはスピー
カで聞いた時に快適な音量に設定してあれば、ヘッドホ
ンで聞いた時にも同様に快適な音量になっています。こ
の 2 つの出力ポートはどちらか 1 つでも、または 2 つ
同時にも選択できます。 Sun Ray の仕様では、 3 つ目
のポートとして自動切り換えモードもサポートしていま
すが、 Solaris のオーディオ設定機能を使用している場
合は、このモードにはアクセスできません。デバイスの
出力を Solaris で制御するようになった場合、このモー
ドを復元するには、 utsettings(1) コマンドを使用す
る必要があります。自動モードに設定してある場合、ヘ
ッドホンの物理的な接続を追跡することにより、出力ポ
ートの設定が変わるようになっています。
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終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utsettings(1), X11(7), utadem(7D), audio(7I), steamio(7I), ioctl(2), 
priocntl(2), attributes(5), environ(5)

注意事項 audio(7I) インタフェースには、 Sun Ray で提供されているようなオーディオデバ
イスを動的に変更するインタフェースは装備されていません。したがって、このデ
バイスインタフェースでは、セッションの変化やオーディオハードウェアの変更は
追跡できません。 utaudio デーモンは、 Sun Ray のハードウェアデバイスの実際
の動作状況を可能な限り忠実に反映するように、制御能力の変化状況を最大限に報
告し、デバイスが外見上できるだけ柔軟に見えるようにします。

セッションが切断中の場合、実際にはサンプルが送信または再生されていなくて
も、オーディオの出力はハードウェア的に接続されている状況と同様に継続しま
す。これに対してオーディオの入力処理は、接続されているデバイスが存在しない
場合には停止します。

0 正常な終了 -- デーモンをバックグラウンドで実行しています。

1 X11 サーバーまたはセッションのどちらかに接続できなかったか、また
は擬似オーディオデバイスの新規作成で問題が発生しました。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utauthd - Sun Ray DTU 認証デーモン

形式 /opt/SUNWut/lib/utauthd -b | -e 

機能説明 utauthd デーモンは、サーバーに接続されている Sun Ray DTU の認証とアクセス
制御を行います。このコマンドは、システム起動スクリプトによって呼び出される
ことが前提となっているため、直接実行しないでください。

オプション 次のオプションを使用できます。

引数を指定しない場合、デフォルトは -b になります。

ファイル 次のファイルがデーモンによって使用されます。

■ /etc/init.d/utsvc

デーモンを呼び出すシステム起動スクリプトです。セッションマネージャーであ
る /opt/SUNWut/utsessiond が、セッションの切り替え機能を実際に実行し
ます。

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props

認証マネージャーの設定ファイルです。

■ /etc/opt/SUNWut/policy/utpolicy

Sun Ray サーバーが使用するポリシーを指定するファイルです。

認証マネージャーを起動するには、通常 utsvc で start または restart 引数を使用し
ます。 start 引数を使用すると、セッションマネージャーと認証マネージャーの両方
が起動されます。 restart 引数を使用すると、認証マネージャーだけが起動されるた
め、すべてのセッションは継続します。

ただし、既存のユーザーセッションを切断してサービスを起動するには、
utrestart -c を使用することを推奨します。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 auth.props(4), utpolicy(1M), utrestart(1M)

-b デーモンの実行を開始します。

-e デーモンの実行を停止します。

-n 利 用可能にするファイル記述子の数を示します。

-s utauthd に送るシグナルを示します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utcapture - 認証マネージャーからパケット情報を取得します。

形式 /opt/SUNWut/sbin/utcapture -h

/opt/SUNWut/sbin/utcapture [-r] [-s server] [desktopID1 desktopID2 ...]

/opt/SUNWut/sbin/utcapture -i filename

機能説明 utcapture コマンドは、認証マネージャーに接続し、Sun Ray サーバーと Sun Ray 
DTU 間の応答時間、送信されたパケット、および脱落したパケットを監視します。

utcapture は取得した情報を次の書式で stdout に書き込みます。

TERMINALID TIMESTAMP TOTAL PACKET TOTAL LOSS BYTES SENT PERCENT 
LOSS LATENCY

オプション 次のオプションを使用できます。

オプションが何も指定されていない場合、いずれかの Sun Ray DTU のパケットロス
または 10 ミリ秒以上の応答時間に変化があれば、utcapture  は 15 秒間隔で 
stdout に書き込みます。

オペランド 以下のオペランドがサポートされています。

-h コマンド使用に関するヘルプ

-i filename 入力ファイルを使用してパケットロスがあった Sun Ray DTU を検
索します。ファイルは utcapture を使用して作成されます。

# /opt/SUNWut/sbin/utcapture -r > /tmp/filename 

このプロセスの実行には、数分から数時間かかります。utcapture 
コマンドを再度使用します。

# /opt/SUNWut/sbin/utcapture -i /tmp/filename

パケットロスがあった DTU だけが出力されます。

-r 15 秒ごとに取得されたデータをそのまま連続書式で stdout に書き
込みます。

-s server データを取得する Sun Ray サーバーを指定します。 ホストのドメ
インの外で utcapture 実行されている場合、Sun Ray サーバーの
ホスト名は絶対パスで完全指定する必要があります。デフォルト
では、監視されるサーバーは utcapture を実行しているホストで
す。

desktopID 指定した Sun Ray DTU だけのデータを取得します。DTU の 
Ethernet アドレス (desktopID) をスペースで区切って指定します。
デフォルトでは、すべての DTU のデータが表示されます。
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使用例 例 1 このコマンドでは、localhost で稼働している認証マネージャーから 15 秒ご
とにデータを取得し、いずれかの Sun Ray DTU のパケットロスに変化があれ
ば、そのデータを stdout に書き込みます。

例 2 このコマンドでは、localhost で稼働している認証マネージャーから 15 秒ご
とにデータを取得し、パケットロスに変化があるかどうかにかかわらず、その
データを stdout に書き込みます。

例 3 このコマンドでは、netraj118.eng で稼働している認証マネージャーから 
15 秒ごとにデータを取得し、080020a893cb または 080020b34231 の 
Ethernet アドレスの DTU のパケットロスに変化があれば、そのデータを 
stdout に書き込みます。

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), utdesktop(1M)

注意事項 utcapture はファームウェア 1.1 以下のバージョンを使用している Sun Ray DTU 
に対しては、パケット情報をレポートしません。

utcapture はファームウェア 1.3 以下のバージョンを使用している Sun Ray DTU に
対しては、応答時間をレポートしません。

-r を使用すると、ロスがないすべての間隔について、PERCENT LOSS が 0.000 と表
示されます。-r を使用しない場合、この列は空になります。列向けのコマンドに
よって出力を処理する場合は、-r を使用する必要があります。utcapture -i の入力と
して使用する場合も同様です。

% utcapture

% utcapture -r

% utcapture -s netraj118.eng 080020a893cb 080020b34231

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utcard - Sun Ray Server スマートカード構成ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utcard -a filename

/opt/SUNWut/sbin/utcard -d name,version

/opt/SUNWut/sbin/utcard -h

/opt/SUNWut/sbin/utcard -l

/opt/SUNWut/sbin/utcard -p name,version

/opt/SUNWut/sbin/utcard -r name,version,new-position

/opt/SUNWut/sbin/utcard -u

機能説明 utcard コマンドを使用して、Sun Ray 管理データベースに各種のスマートカード
を設定できます。

管理者は、/etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリ内にそれぞれのスマート
カード用の設定ファイルをあらかじめ作成する必要があります。このファイルの拡
張子は .cfg にします。.cfg ファイル内のスマートカードの定義を LDAP データ
ストアに追加するには、-a オプションを使用します。スマートカードの定義を追加
すると、そのスマートカードが自動的に検索順序の最後に割り当てられます。検索
順序を変更するには、-r オプションを使用します。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用法 このコマンドは、utconfig コマンドによって管理対象に設定されている Sun Ray 
サーバー上でだけ使用してください。

-a  filename /etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリにある filename に
指定されたカードを追加します。

-d 指定された name, version のカードを削除します。値は、引用符
で囲む必要があります。

-h コマンドの使用法を表示します。

-l 設定されているすべてのカードを一覧表示します。

-p 指定された name, version のカードの標準プロパティを表示しま
す。値は、引用符で囲む必要があります。

-r 指定された name, version のカードの順序を新しい位置に変更し
ます。値は、引用符で囲む必要があります。

-u /etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリにある .cfg ファ
イルによって、設定可能な未設定カードを一覧表示します。
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属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utconfig(1M)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utconfig - Sun Ray Server Software 構成ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utconfig [-u]

機能説明 utconfig コマンドは、Sun Ray サーバーおよびそのサポート対象となる管理ソフ
トウェアを初期設定します。処理を開始する前には、プロンプトを表示して、サ
ポートしている各ソフトウェアパッケージの構成パラメタの入力を要求します。こ
のコマンドは、スーパーユーザー権限で実行する必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 patchadd(1M), pkgadd(1M), pkgrm(1M), admin(4), utinstall(1M)

-u Sun Ray サーバーおよび管理ソフトウェアを構成解除し、操作
モードをデフォルトのゼロ管理モードに戻します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utcrypto - Sun Ray プライバシ管理ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utcrypto 

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -a key=value ...

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -d 

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -e [-f filename]

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -h

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -m key=value ...

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -o [-f filename]

機能説明 utcrypto コマンドは、Sun Ray サーバーのプライバシオプションを設定します。
設定項目には、アップストリームおよびダウンストリームの暗号や認証などがあり
ます。設定はすべてのセッションに適用されます。

utcrypto でデータの表示のみを行う操作はすべてのユーザーが実行できます。デー
タを変更または削除する操作はスーパーユーザーで実行する必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a すべてのセッションにプライバシの設定を追加します。-a の後に、
key=value の組み合わせをスペースで区切って指定します。有効な 
key=value の組み合わせを以下に示します。value の組み合わせを渡さない
場合、そのキーの値にはデフォルト値が設定されます。

少なくとも 1 つの「キー = 値」の組み合わせを指定する必要があります。

-d すべてのセッションからプライバシの設定を削除します。

-e stdin からコンマで区切ったプライバシの設定を取得し、すべてのセッ
ションの設定を追加または変更します。key=value の組み合わせをスペース
で区切って指定します。その後に -f オプションと filename を指定すると、
ファイルから設定が読み込まれます。

utcrypto 設定の複製を作成するには「ソース」のサーバー上で 
utcrypto-o を実行します。その後、「ターゲット」のサーバー上で、
utcrypto -e  の引数として stdout 文字列を使用します。

-f -e または -o オプションの filename を指定します。

-h コマンドの使用法を表示します。

-m すべてのセッションのプライバシの設定を変更します。-m の後に、
key=value の組み合わせをスペースで区切って指定します。有効な 
key=value の組み合わせを以下に示します。value を渡さない場合、その
キーの値は変更されません。
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有効な key=value の組み合わせを以下に示します。

すべてのキーの default キーワードには、デフォルト構成の値がある場合はその値
が設定されます。デフォルト構成が設定されていない場合、値はハードコードされ
たデフォルト値に設定されます。ハードコードされるデフォルト値は、最初の 4 つ
のキーに対しては none、mode キーに対しては soft です。

使用例 例 1 これによりアップストリームの ARCfour 暗号と単純なダウンストリームの認
証が構成されます。enc_down_type と auth_down_type が指定されていない
ため、デフォルト値が設定されます

例 2 このコマンドは、デフォルト構成を変更します。アップストリームの暗号はオ
フになり、ダウンストリームの暗号には ARCfour が設定されます。

例 3 このコマンドは、デフォルト構成を削除します。

-o すべてのプライバシの設定をコンマ区切り形式で stdout に出力します。-f 
オプションと filename を指定すると、設定がファイルに出力されます。
filename で指定したファイルが存在する場合は、警告メッセージが表示さ
れ、スクリプトは終了します。

「Inherited」列にアスタリスク (*) が表示され、値の組み合わせが指定され
ていない場合は、ハードコードされたデフォルト値に設定されます。

utcrypto 設定の複製を作成するには「ソース」のサーバー上で 
utcrypto -o を実行します。その後、「ターゲット」のサーバー上で、
utcrypto -e  の引数として stdout 文字列を使用します。

enc_up_type ARCFOUR | none | default

enc_down_type ARCFOUR | none | default

auth_up_type  none | default

auth_down_type simple | none | default

mode hard | soft | default

# /opt/SUNWut/sbin/utcrypto -a enc_up_type=ARCFOUR 
auth_down_type=simple

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -m enc_up_type=none 
enc_down_type=ARCFOUR

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -d
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属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utdesktop - Sun Ray DTU 管理ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utdesktop -a “desktopID,location,otherinfo”

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -a -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -d desktopID

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -d -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -e “desktopID,location,otherinfo”

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -e -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -h

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -l [-c | -g | -w [-t timeout]]

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -L {-c | -w [-t timeout]}

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -l -i substring

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -o

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -p desktopID

機能説明 utdesktop コマンドにより、このコマンドが実行されている Sun Ray サーバーに
接続されている Sun Ray DTU を管理できます。utdesktop が表示する情報および
ユーザーが追加、編集、または削除することが可能な情報は、Sun Ray 管理データ
ベースに格納されます。その他の情報は Sun Ray 認証マネージャーから取得しま
す。

情報を表示するだけの utdesktop 操作は、どのユーザーでも実行できます。デー
タの追加、編集、削除を行う操作は、スーパーユーザーしか実行できません。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a 
desktopID,location,other
info

指定したデスクトップ ID、位置、その他の情報プロパティ
を持つ DTU を追加します。3 つの値はコンマで区切り、引
用符で囲む必要があります。このオプションは、root で使
用してください。

-a -f filename 指定されたファイル名の入力を利用して、バッチ処理で複
数の DTU を追加します。入力ファイルの各行の形式は 
desktop-ID、location、other-info になります。こ
のオプションは、root で使用してください。

-d desktopID 指定された デスクトップ ID を持つ DTU は削除します。こ
のオプションは、root で使用してください。
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使用例 例 1 このコマンドにより、DTU 080020a85112 の位置およびその他の情報の属性を

-d -f filename 指定されたファイル名の入力を使用して、バッチ処理で複
数の DTU を削除します。入力ファイルの各行の形式は こ
のオプションの出力結果のうち最初のコンマ以降のすべて
の引数を除いたものを、このオプションの引数として利用
できます。 このオプションは、root で使用してください。

-e 
desktopID,location,other
info

位置およびその他の情報を指定された値に変更することに
より、指定された DTU の属性を編集します。3 つの値はコ
ンマで区切り、引用符で囲む必要があります。このオプ
ションは、root で使用してください。

-e -f filename 指定されたファイル名の入力を使用して、バッチ処理で複
数の DTU の属性を編集します。入力ファイルの各行の形
式は、desktop_id,location,other_info となります。このオ
プションは root で使用してください。

-h 使用法 ( 本メッセージ ) の情報を表示します。

-l 現在管理データベース内に登録されているすべての DTU 
を一覧表示します。

-l -c 現在接続されているすべての DTU を一覧表示します。削
除された DTU は「Location」フィールドに疑問符付きで表
示されます。

-L -c 現在接続されているすべての DTU を長形式で一覧表示し
ます。

-l -g 現在接続されているすべての DTU とそのサーバーを一覧
表示します。

-l -w  [-t timeout] timeout ( 短形式 ) で設定した間、セッション待ちのすべて
の DTU を一覧表示します。timeout のデフォルト値は 60 
秒です。

-L -w  [-t timeout] timeout ( 長形式 ) で設定した間、セッション待ちのすべて
の DTU を一覧表示します。timeout のデフォルト値は 60 
秒です。

-l -i substring 指定した substring の含まれるデスクトップ ID を持つすべ
ての DTU を一覧表示します。

-o DTU のリストをコンマ区切りの形式でダンプ表示します。
このオプションによる各行の出力形式は、desktop-id、
location、other-info となります。

-p 指定された ID を持つ DTU のデスクトップ属性を表示しま
す。
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消去します。

例 2 このコマンドにより、DTU 080020a85112 の位置およびその他の情報の属性を、
それぞれ「SFO12-2103 」と「John’s Office」に変更します。

例 3 このコマンドにより、ファイル /tmp/desktops の入力を利用して複数の 
DTU の属性を編集します。

例 4 このコマンドにより、desktop ID に「a851」という文字列が含まれる DTU を
すべて表示します。

例 5 このコマンドにより、デフォルトの時間切れ設定でセッションのないエラー状
態にある DTU をすべて一覧表示します。

例 6 このコマンドにより、ネットワークがビジーまたは反応が遅い場合、最小 5 分
間の期限でセッションのないエラー状態の DTU をすべて一覧表示 ( 長形式 ) 
します。

例 7 このコマンドにより、DTU 080020a85112 の現在の属性を表示します。

ファイル 次のファイルを使用します。

/etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utuser(1M), utadmin.conf(4)『Sun Ray Server Software 1.3 管理者マニュア
ル』

# utdesktop -a "080020a85112,,"

# utdesktop -e "080020a85112,SFO12-2103,John’s Office"

# utdesktop -e -f /tmp/desktops

% utdesktop -l -i a851

% utdesktop -l -w

% utdesktop -L -w -t 300

% utdesktop -p 080020a85112

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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注意事項 -G オプションは廃止されました。代わりに -l -g オプションの組を使用してくだ
さい。
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名前 utdetach - Sun Ray DTU からの現在のセッションの切り離し

形式 /opt/SUNWut/bin/utdetach

機能説明 utdetach コマンドは各 Sun Ray DTU から現在のセッションを切断します。セッシ
ョンは削除されるのではなく、切断された状態になります。同じユーザートークン
を Sun Ray サーバーに渡すと、そのセッションにアクセスできます。

このコマンドは主にスマートカードを使用しないモバイル機能のユーザーによって
実行されるもので、「モバイル」セッションを切断するために使用されます。

ユーザーが dtlogin 経由で Sun Ray DTU にログインすると、 Sun Ray サーバーは
各セッションに対して utslaunch (1M) のインスタンスを開始します。これによっ
て、ユーザーは utdetach コマンドをホットキーシーケンスとして使用できるよう
になります。ホットキーシーケンスは、デフォルトでは [Shift + Pause] ですが、
utslaunch.properties ファイルで設定できます。

オプション utdetach にはオプションはありません。

使用例 例 1 このコマンドで、現在ユーザーが使用している DTU から現在のセッションを
切断します。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties

サイト全体のデフォルト

■ ~/.utslaunch.properties

ユーザーのデフォルト

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties

サイト全体の必須デフォルト

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

% utdetach

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto

安定度レベル 開発中
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関連項目 utslaunch(1M), utslaunch.properties(4)
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名前 utdevmgrd - Sun Ray の入出力装置管理デーモン

形式 /opt/SUNWut/lib/utdevmgrd [-a authlist] [-c authfile] [-d] [-k authprops] [-o 
optroot] [-p port] [-r] [-s sigfile] [-t]

機能説明 utdevmgrd デーモンは、さまざまなサービスを提供するデバイスへの遠隔アクセス
のためのインターコネクトファブリック上で、Sun Ray DTU へ接続されたブロー
カーデバイスとの入出力を管理します。また、サービスの許可、デバイスとそれら
のコントロールサービスの管理、そのインターコネクト上でのデバイスの配置など
も行います。

-a または -c オプションが指定されると、デバイスマネージャーデーモンは、コー
ルバックモードでのみ動作します。このモードでは、デバイスマネージャーデーモ
ンは、authlist または authfile によって明示的に承認されコールバックを要求した認
証マネージャーとだけ通信を行います。このコールバック機能は、デバイスマネー
ジャーと認証マネージャーが互いに識別し合う仕組みを提供します。

optroot ディレクトリ ( デフォルトは /tmp/SUNWut) は、他の Sun Ray サーバーコン
ポーネントと共有されます。このディレクトリは主に sessions および units サ
ブディレクトリにある各 Sun Ray DTU デバイスを示す、Solaris 互換デバイスツ
リーの位置情報を提供します。

units サブディレクトリには、DTU のシリアル番号が付けられたインターコネクト
上の各 DTU を示すディレクトリが含まれます。DTU のディレクトリとともに、論
理デバイス名と物理的な位置で階層化されたデバイス名がリストされた見なれた 
dev および devices ディレクトリがあります。

sessions ディレクトリには、どのセッションがどの Sun Ray DTU に接続されてい
るかを示す devices ディレクトリへのシンボリックリンクが含まれています。シン
ボリックリンク名は、ユーザーセッションに対応した X ウィンドウのサーバーディ
スプレイに合わせた番号のみで名前付けされます ( つまり、現在のホスト名にあた
るサーバー名を削除して、残ったスクリーン番号になります )。このとき、ユーザー
の DISPLAY 環境変数は「現在」の DTU にあるデバイスを検索するのに使用されま
す。またユーザーの環境変数 UTDEVROOT は前述の機能を達成し、さらに「現在」
アクセス可能なデバイスの検索に使用されます。また optroot ディレクトリには、デ
バイスマネージャーがデバイスドライバとの通信に使用する名前付きパイプと、デ
バイスマネージャーの内部処理に必要な重要なユーザー情報を含む session_info 
ディレクトリが含まれています。

このデバイスマネージャーは Sun Ray サーバーグループ環境において動作し、他の
サーバーへの素早い切り替えや負荷分散を可能にします。グループ内のそれぞれの
サーバー上にあるデバイスマネージャーが通信するためには、デバイスマネー
ジャーはグループシグニチャーファイルにアクセスしなければなりません。そのシ
グニチャーがグループ内の他のデバイスマネージャーが使っているシグニチャーと
一致しない場合は、グループ化は失敗し、サーバー上でユーザーに使用されている
いくつかの DTU 上のデバイスを含むインターコネクト上のすべての DTU にある全
デバイスが使用できません。
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通常、デバイスマネージャーは、認証マネージャーの構成ファイル (/etc/opt/
SUNWut/auth.props) を参照して、グループシグニチャーファイルを検索します。
ただし、この処理は -s や -k オプションを使用すれば変更できます。-s オプショ
ンを指定した場合、グループシグニチャーとして sigfile が読み込まれ使用されます。
-k オプションが指定されると、authprops ファイルから gmSignatureFile キーを
検索し、指定されているファイルをグループシグニチャーに使用します。

utdevmgrd から出力されるエラーメッセージは、LOG_DAEMON の機能値ととも
に syslog(3) を使用して記録されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a authlist authlist で指定したホストとポートの組み合わせを、許可される認
証マネージャーのリストに追加します。authlist の書式は、コンマ
で区切った hostname:port の組のリストです。

-c authfile ASCII ファイルである authfile で指定したホストとポートの組み合
わせを、許可される認証マネージャーのリストに追加します。こ
のファイルには、認証マネージャーの仕様を 1 行に 1 つずつ指定
します。仕様は、hostname の後に port 番号を空白で区切って指
定します。空白行、および最初の印刷可能文字が「#」である行は
無視されます。

-d デバッグ出力を可能にします。

-k authprops 認証マネージャーの構成ファイルの位置を authprops に設定しま
す。このファイルは、sigfile キーが指定されていない場合に、グ
ループシグニチャーファイルを検索するために使用されます。こ
のパラメタのデフォルト値は、/etc/opt/SUNWut/auth.props 
です。ファイル中のグループシグニチャーを指定するキーは、
gmSignatureFile です。

-o optroot デバイス情報ルートディレクトリを optroot に設定します。この
ディレクトリには、サービス名の付けられた pipe、units、
sessions、session_info ディレクトリが含まれます。optroot 
は、通常は他の Sun Ray サーバーコンポーネントと共有されます。

-p port デバイスマネージャーが待機するポートを port で指定した値に設
定します。デバイスマネージャーのデフォルト値は、ポート 7011 
番です。これは、デバイスサービスと認証マネージャーがデバイ
スマネージャーに接触するポートです。

-r デバイスマネージャーデーモンがシステムにある場合、このデー
モンを自動的に再起動します。このオプションを使用すると、デ
バイスマネージャーデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つ
は実際の処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親
プロセスです。子プロセスが終了した場合、親プロセスは子プロ
セスを再生成します。これにより、既存のサービスを再起動され
たデバイスマネージャーに再接続できます。
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ファイル 次のファイルを使用します。

-s sigfile グループシグニチャーファイルのパスを sigfile に設定します。

-t テストモード。root でアクセスするファイルに関するエラーの戻
り値の検査を緩和します。実際にエラーが発生した場合は、使用
しているデバイスマネージャーに予測できない結果が生じる可能
性があります。

/etc/opt/SUNWut/
auth.permit

システムの使用する authfile ファイルの、慣習
的な位置です。

/tmp/SUNWut optroot で指定され、Sun Ray enterprise サー
バーマネージャーによって使用される、慣習的
に一時ファイルが置かれるディレクトリです。

/tmp/SUNWut/.utdevmgr デバイスマネージャーとデバイスドライバサー
ビス間の通信に使用される、名前付きパイプで
す。

/tmp/SUNWut/units 各 DTU のデバイスディレクトリを含むディレ
クトリです。このディレクトリ名は、使用する 
DTU のシリアル番号に合わせて付けられます。
各ディレクトリには、dev ディレクトリと 
devices ディレクトリが含まれます。

/tmp/SUNWut/sessions units ディレクトリにある各 DTU へのリンク
を含むディレクトリで、各セッションへの 
X-Window のディスプレイ番号で名付けられて
います。これらのリンクは、ユーザーがある 
Sun Ray DTU から別のマシンに移動するのに合
わせて変わります。

/tmp/SUNWut/session_info このディレクトリには、デバイスマネージャー
がセッションの可搬性を扱うための内部情報が
含まれます。

/etc/opt/SUNWut/auth.props 認証マネージャーの設定を含む authprops ファ
イルの慣習的な位置です。デバイスマネー
ジャーは、グループシグニチャーファイルの位
置を決定するために、gmSignatureFile キーを
検索します。

/etc/opt/SUNWut/
gmSignature

グループシグニチャーを含む sigfile ファイルの、
慣習的な位置です。
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環境変数 次の環境変数が使用されます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), syslog(3), syslogd(1M), syslog.conf(4)

DISPLAY ユーザーの環境から、デフォルトの X Window のディスプレイ番
号を取得するために使用されます。

UTDEVROOT ユーザーの環境から、現在のセッションのデバイスを取得するた
めに使用されます。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto



Sun Ray システム管理 utdssync(1M)

2004 年 10 月 SRSS 3 43

名前 utdssync - Sun Ray データストアサービスポートの変換と同期

形式 /opt/SUNWut/sbin/utdssync [-v]

機能説明 utdssync コマンドは、主データストアサーバー上の Sun Ray データストアサービ
スポートをデフォルトのポート 7012 に変換します。また、すべての副サーバーを、
同じポート番号を使用するように同期します。

utdssync は、データ共有グループ内のすべてのサーバーで Sun Ray Server 
Software 2.0 から 3.0 (SRSS 3) へのアップグレード完了後に使用することを前提にし
ています。

注 – このコマンドは、主データストアサーバー上でスーパーユーザー権限で実行す
る必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utreplica(1M), utrcmd(1M), utinstall(1M)

-v 冗長モード

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utfwadm - Sun Ray DTU ファームウェアのバージョン管理

形式 /opt/SUNWut/sbin/utfwadm -A {-a | -e enetAddr} [-f firmware] {-n intf | -N 
subnetwork} ...

/opt/SUNWut/sbin/utfwadm -D {-a | -e enetAddr} [-f firmware] {-n interface | 
-N subnetwork} ...

/opt/SUNWut/sbin/utfwadm -P

/opt/SUNWut/sbin/utfwadm -R

機能説明 utfwadm コマンドは、 Sun Ray DTU のファームウェアアップグレードを管理しま
す。 DTU は、ファームウェアのアップグレードの読み込み、およびフラッシュ 
PROM (Programmed Read-Only Memory) への新しいファームウェアの書き込みに
対応しています。

DTU の電源が投入されると、ファームウェアは DHCP プロトコルを使用して IP ア
ドレスなどの構成情報を取得します。構成情報の一部はファームウェアバージョン
識別子です。この識別子が DTU の既存のファームウェアに一致しない場合、その 
DTU は現在のファームウェアを新しいバージョンに置き換えるアップグレードを開
始します。

ファームウェアバージョン識別子を更新するために、新しいバージョンのファーム
ウェアをインストールして、 DTU の次回の電源投入時に新しいバージョンをロード
するようにする場合、 utfwadm コマンドを実行する必要があります。 utfwadm で
は、ファームウェア識別子をネットワークごと、ユニットごとのどちらに対しても
設定できるため、 Sun Ray サブネットワーク全体または個別の DTU を対象として
ファームウェアのアップグレードを行うことができます。

ファームウェアの使用可能なバージョンや使用中のバージョンを判定できます。

■ ファームウェアファイルは /tftpboot ディレクトリにあります。ファームウェ
アのバージョンを調べるには、次のように入力します。

/opt/SUNWut/sbin/lzd < /tftpboot/firmware-filename | what

■ 特定の Sun Ray DTU が使用中のファームウェアのバージョンを識別するには、
次のように入力します。

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -p desktopID

この場合 desktopID はフル MAC アドレスです。この ID は、 Sun Ray DTU のキ
ーボード上で 3 つの音声制御キーを同時に押さえることにより表示されます。

Sun Ray サブネットワークは、 utadm(1M) コマンドを使用してあらかじめ設定し
ておく必要があります。 utfwadm コマンドは、スーパーユーザー権限で実行されま
す。
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オプション 次のオプションを使用できます。

-A アップグレードする DTU のリストにユニットを追加します。注 : 
-A オプションに続けて、-a または -e サブオプションのいずれか
を指定する必要があります。

-D アップグレードするユニットのリストから定義された DTU を削除
します。このオプションによりファームウェアバージョン識別子
の設定が解除されます。注 : -D オプションに続けて、-a または 
-e サブオプションのいずれかを指定する必要があります。

-a アップグレードする DTU のリストからすべてのユニットを削除し
ます。

-e enetAddr enetAddr に指定された Ethernet アドレスを持つユニットだけに操
作を適用します。 Ethernet アドレスの 6 バイト (16 進表記 ) をす
べて指定します。

-f firmware DTU にダウンロードするファームウェアのパス名を指定するオプ
ションです。 firmware にファイルを指定した場合は、そのファイ
ル内に記述されているバージョンを示す文字列からハードウェア
バージョンを抽出し、ファイルを /tftpboot にコピーしてこのバ
ージョンのハードウェアのみにダウンロードされるようにしま
す。 firmware にディレクトリを指定した場合は、このディレクト
リ内の「 Corona* 」という名前のすべてのファイルがバージョン
を示す文字列の添付された状態で /tftpboot ディレクトリにコピ
ーされます。 -f オプションを使用しない場合は、デフォルトの位
置が使用されます。

-N subnetwork 指定されたサブネットワークに接続されているユニットに、指定
された操作を適用します。複数のサブネットワークを指定できま
す。また特殊キーワード all を指定した場合には、構成されている
すべての Sun Ray サブネットワークに対して操作を適用しま
す。

-N all すべてのサブネットワークに、指定された操作を適用します。

-n intf intf で指定された Ethernet インタフェースに接続されているユニ
ットに、指定された操作を適用します。ここでは複数のインタフ
ェースも指定できます。また特殊キーワード all を指定した場合
には、構成されているすべての Sun Ray インタフェースに対して
操作を適用します。

-n all すべてのインタフェースに、指定された操作を適用します。
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-z オプションは、 Sun Ray Server Software 用に予約されています。使用しないで
ください。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /var/dhcp/dhcptab

ファイルまたは NIS+ テーブル

■ /tftpboot

ファームウェア起動ファイルのデフォルトの位置

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 dhtadm(1M), dhcpconfig(1M), what(1), dhcp(4), dhcp_network(4), 
dhcptab(4), attributes(5), utadm(1M), utdesktop(1M)

-P このオプションは、次回の電源投入時に各ドメインをアップグレ
ードした時の、アップグレード後のバージョンを表示します。こ
こでのドメインとは、インターコネクトのサブネット、または個
別の DTU のどれかを指します。サブネットの場合は、 Intf 列に
インタフェースデバイスが表示されます。個別の DTU の場合
は、 Domain 列に Ethernet アドレスが表示され、 Intf 列にイン
タフェース名が表示されます。

-R 起動ディレクトリにコピーしたファームウェアファイルを削除し
ます。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utfwload - セッションの概要の表示、およびファームウェア保守

形式 /opt/SUNWut/sbin/utfwload [-a] [-l][-L] [-H]

機能説明 引数なしで utfwload コマンドを実行すると Sun Ray 用の、現在のセッションのロ
グインユーザー、IP アドレス、ファームウェアのリビジョンレベルとともにディス
プレイ番号も表示されます。オプションを付けると、Sun Ray Server によって提供
されている現在のバージョンが実行されていない Sun Ray に、ファームウェアをダ
ウンロードさせます。

注 - utfwload では、SRSS 2.0 114880-04 以降のパッチまたは SRSS 3.0 からのファー
ムウェアで読み込まれた Sun Ray のみがアップグレードされます。このコマンドで
は、以前のファームウェアのアップグレードはできません。

オプション 次のオプションを使用できます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utwho(1M), attributes(5)

-a 他のオプションと組み合わせると、このオプションは、表示す
る Sun Ray またはセッションの選択を制御できます。-a オプ
ションを指定しない場合、ログインしているユーザーのセッ
ションだけが表示されます。-a オプションを付けると、すべて
のセッションまたは Sun Ray が表示されます。その表示内容に
は、ユーザー ID フィールドが「????」のログインしていない
ユーザーも含まれます。

-l

-L

utfwload は、現在のサーバーにインストールされているファー
ムウェアのバージョンが実行されていない Sun Ray をアップグ
レードさせます。コマンドは、utfwload-P を実行することに
よって得られるシステムのバージョンと -fによって表示され
る値を比較します。バージョンが異なる場合、ダウンロードを
行わせます。コマンドの -l では、ユーザーがログインしてい
ないセッションに接続している Sun Ray にのみ読み込みを実行
させ、-L では、古いバージョンのすべての Sun Ray 上でダウン
ロードを実行させます。このオプションは root 権限も持つユー
ザーだけが使用できます。

-H 通常の出力の上に見出しを出力します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utfwsync - Sun Ray DTU ファームウェアダウンロードの同期

形式 /opt/SUNWut/sbin/utfwsync [-d] [-v]

機能説明 utfwsync コマンドは、現在の Sun Ray Server ソフトウェアリリースおよびパッチ
レベル用のデフォルトのファームウェアバージョンに基づいて、Sun Ray DTU の
ファームウェアレベルを更新します。そして、Sun Ray サーバーに接続されている
すべての Sun Ray DTU を強制的に再起動します。Sun Ray サーバーがフェイルオー
バーグループのメンバーの場合は、そのフェイルオーバーグループ内のすべての 
Sun Ray DTU が強制的に再起動されます。この結果、utfwadm(1M) マニュアル
ページで説明しているように、各 DTU は再起動しながら、主 Sun Ray サーバーが
提供する最新のファームウェアをダウンロードしようとします。

このコマンドは、ソフトウェアのアップグレード後、または新規ファームウェアが
パッチの一部としてすべてのホストにインストールされた後で使用することを想定
しています。

このコマンドが実行されると、ユーザーセッションへのアクセスが中断されますが、
そのセッションがなくなることはなく、コマンドの実行が完了すると、そのセッ
ションへのアクセスが再び可能になります。

このコマンドは、スーパーユーザー権限で実行する必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utgstatus(1M), utauthd(1M), utfwadm(1M), utinstall(1M)

-d システムの再構成を禁止して、接続されているすべての DTU が現
在組み込まれているバージョンのファームウェアを強制的に読み
込むようにします。現在組み込まれているファームウェアバー
ジョンは、現在のリリースおよびパッチレベルのデフォルトの
バージョンのこともあれば、そうでないこともあります。

-v 冗長モードです。行われている処理に関する追加のメッセージが 
stdout に書き出されます。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utgroupsig - Sun Ray サーバーのフェイルオーバーグループに対するグループシ
グニチャーの設定

形式 /opt/SUNWut/sbin/utgroupsig

機能説明 utgroupsig は、フェイルオーバーグループのシグニチャーを設定します。

utgroupsig コマンドは、新しいシグニチャーの入力を 2 回求めます。グループシ
グニチャーファイルは、少なくとも 8 バイトの大きさで、 passwd(1) で要求され
る内容と同じ特性を持っている必要があります。

シグニチャーは、 gmSignatureFile 属性を持つ auth.props ファイルで指定さ
れた場所にクリアテキストで保管されます。グループシグニチャーファイルは、所
有者 root とモード 600 (root による読み取りと書き込み ) で作成されます。

オプション このコマンドのオプションはありません。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/gmSignature

Sun Ray グループシグニチャーのデフォルトファイル

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props

Sun Ray 認証プロパティファイル

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utrcmd(1M), passwd(1M), auth.props(4)

0 正常終了

1 不正なコマンド入力

2 予期しないエラー シグニチャーファイルは変更されません。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utgstatus - フェイルオーバーグループの状態の表示

形式 /opt/SUNWut/sbin/utgstatus [-s hostname]

機能説明 utgstatus コマンドを使用して、ローカルサーバーまたは指定したサーバーのフェ
イルオーバーグループの状態情報を表示できます。表示されるのは、このコマンド
を実行した時点の指定されたサーバーに固有の情報です。

utgstatus は情報を表示するだけです。このため、どのユーザーでも実行できま
す。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 このコマンドにより、ローカル Sun Ray サーバーのフェイルオーバーグループ
の状態を表示します。

例 2 このコマンドにより、サーバー sunray3 のフェイルオーバーグループの状態
を表示します。

このコマンドからは一般的な LAN ベースの構成用に次のような情報が戻されます。

または、次のような一般的なインターコネクトベースの構成用に次のような情報が
戻されます。

これを正確に表示するには、ウィンドウの幅を十分に広げてください。

utgstatus 情報の説明 :

Network/Netmask 値は、Classless Inter Domain Routing (CIDR) ネットワークア
ドレス形式です。初期値 (192.24.0.0) はネットワークアドレスそのものです。

-s hostname 指定された hostname の名前を持つサーバーのフェイルオーバーグ
ループの状態情報をすべて表示します。

% /opt/SUNWut/sbin/utgstatus

% /opt/SUNWut/sbin/utgstatus -s sunray3

 host     flags    interface     flags
                       192.24.0.0/24    
--------------    -------------------
sunray3     TN    192.24.0.136  UAM
sunray1     T-    192.24.0.93   UA-
sunray2     TN    192.24.0.95   UAM
sunray-sras TN    192.24.0.96   U--
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'/24' の部分はアドレスのネットワーク識別子のビット数を意味します。残りの 8 
ビットは、特定のホストアドレス用です。

上に示した最初の例では、すべてのホストが同じフェイルオーバーグループに属し
ます。sunray1 以外のホストは「オンライン」です。つまり、通常のセッション作
成のときに、作成に参加します。sunray1 は「オフライン」です。そのため、この
フェイルオーバーグループで負荷均衡を実行するときに、セッション作成に参加し
ません。しかし、utswitch または utselect -R を使用して sunray1 上に明示的
にセッションを作成することはできます。あるいは、他のサーバーがすべて停止し
ている場合は、セッションは暗黙的に sunray1 上に作成されます。すべてのホスト
の LAN インタフェースは動作中であり、sunray-sras を除くすべてのホストが Sun 
Ray で使用可能です (sunray-sras は、Sun Ray サービス用のインタフェースが 
utadm -a で構成されておらず、また、auth.props で allowLANConnections=true 
が設定されていません。これはフェイルオーバーグループの専用 SRAS サーバーで
す )。sunray2 と sunray3 は両方とも、utadm -a を実行して LAN インタフェース
が構成された管理 Sun Ray です。sunray2 と sunray3 は、ローカルサブネット上の 
Sun Ray の起動フェーズで、DHCP パラメタとアドレスを渡します。

上に示した 2 番目の例では、すべてのホストが Trusted かつ Online です。つまり、
すべてのホストは使用可能なインタフェースのフェイルオーバーと負荷均衡に参加
します。193.25.0.0/24 は LAN ネットワークで、その他のネットワークは Sun Ray 
インターコネクトです。すべての LAN インタフェースが動作中で到達可能です。
しかし、Sun Ray サービスで使用可能なインタフェースはありません。また、ロー
カルサブネット上の Sun Ray を管理しているインタフェースもありません。イン
ターコネクトインタフェースはすべてが動作中で使用可能であり、すべてが Sun 
Ray を管理しています。

関連項目 utadm, auth.props, utswtich, utselect

ホスト状態フラグ 値 / コメント

T Trusted ( トラスト ) - トラストホストはグループシグニチャーを共有して
いるので、このフェイルオーバーグループのメンバーです。

N oNline ( オンライン ) - このサーバーは負荷均衡に参加するように構成さ
れています (-n オプションの詳細については、utadm のマニュアルペー
ジを参照 )。

インタフェース状態

フラグ

値 / コメント

U Up ( 動作中 ) - インタフェースは現在このホストから到達可能です。

A Available ( 使用可能 ) - インタフェースは Sun Ray が接続してサービスを
取得するために使用可能です。

M Managing ( 管理 ) - インタフェースはローカルサブネット上の Sun Ray 
を管理するように構成されています ( つまり、utadm -a を実行して Sun 
Ray サービスのインタフェースが構成された )。
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属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utinstall - Sun Ray Server Software のインストール、アップグレード、削除ユー
ティリティ

形式 /cdrom/cdrom0/utinstall [-a admin-file] [-d media-dir] [-u] [-q] [-j jre]

/opt/SUNWut/sbin/utinstall [-a admin-file] [-d media-dir] [-u] [-j jre]

機能説明 The utinstall は、 Sun Ray Server Software のインストール、アップグレード、
削除用のコマンドです。 Sun Ray サーバーをサポートするのに必要なソフトウェア
をすべてインストールします。管理フレームワーク、フレームワークが必要とする
パッチ、 Solaris™ オペレーティング環境のパッチなどをインストールします。

utinstall コマンドは、スーパーユーザーによって実行され、すべての処理の前に
ユーザーに対してプロンプトが表示されます。デフォルトの管理ファイルと媒体デ
ィレクトリを使って実行することをお勧めします。

オプション 次のオプションを使用できます。

引数を指定せずに、 Sun Ray Server Software のインストールまたは削除を対話形式
で実行することができます。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /cdrom/cdrom0/admin_default

■ /opt/SUNWut/etc/admin_default

これらは pkgadd 操作で使用するインストール管理ファイルです。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

-a admin-file デフォルトの代わりに、 pkgadd 操作 (pkgadd(1M) の -a オプシ
ョンを参照 ) のインストール管理ファイルとして、 admin-file を使
用します。インストール媒体の root に格納されている 
admin_default ファイルを使用します。

-d media-dir デフォルトの代わりに、インストール媒体ルートディレクトリと
して media-dir を使用します。

-j jre デフォルトの代わりに、引数で指定された特定の jre を使用しま
す。

-u 以前にインストールされた Sun Ray Server Software を削除しま
す。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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関連項目 patchadd(1M), patchrm(1M), pkgadd(1M), pkgrm(1M), admin(4)
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名前 utkiosk - ローカルおよびフェイルオーバーグループ内で、kiosk 構成を更新する 
Sun Ray スクリプト

形式 /opt/SUNWut/sbin/utkiosk {-e kiosk|-i kiosk|-h|}

機能説明 utkiosk スクリプトは kiosk 構成情報を LDAP データベースにインポートおよびエ
クスポートするために使用されます。utkiosk はまた、/var/opt/SUNWut/kiosk 
ディレクトリ内のローカルの構成ファイルと、/var/opt/SUNWut/kiosk/config 
ディレクトリ内のアプリケーション作業ファイルを更新します。utkiosk は主に
フェイルオーバーグループで使用されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 このコマンドで LDAP から構成をエクスポートし、すべてのローカルファイ
ルを更新します。

例 2 このコマンドで LDAP から構成をエクスポートし、すべてのローカルファイ
ルを更新します。

ファイル 次のファイルを使用します。

/var/opt/SUNWut/kiosk/kiosk.conf

-e kiosk データストア (LDAP データベース ) から、kiosk の構成をローカ
ルの構成ファイルへエクスポートします。
通常は、このオプションはスタンドアロンサーバーかフェイル
オーバーグループの副サーバー上で実行します。ただし、必要な
場合は主サーバー上で実行することもできます。

LDAP サーバーが稼働している場合、副サーバーの LDAP データ
ベースを主サーバーの LDAP データベースに同期させ、その構成
は、ローカル構成ファイルを置き換えて、LDAP からエクスポー
トされます。アプリケーション作業ファイルは、ローカル構成
ファイルに対して更新されます。

-i kiosk ローカルの構成ファイルから、kiosk の構成をデータストア 
(LDAP データベース ) へインポートします。
このオプションはスタンドアロンサーバーかフェイルオーバーグ
ループの主サーバー上でのみ実行できます。ローカルの kiosk 構成
ファイルを更新し、LDAP サーバーが稼働している場合はその
ファイルを LDAP データベースにインポートします。

-h このメッセージを出力します。

# utkiosk -i kiosk

# utkiosk -e kiosk
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/var/opt/SUNWut/kiosk/config 内のすべてのアプリケーションの作業ファイ
ル

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utload - Sun Ray DTU ファームウェアダウンロードユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utload [-f firmware-file] [-h hostname] [-p port-number] [-s 
sessionID] [-w]

機能説明 utload コマンドは、 Sun Ray DTU にファームウェアダウンロードを開始する要求
を送信します。ダウンロードしたファームウェアは、オプションで DTU のフラッシ
ュメモリーに書き込むことができます。 utload コマンドは、 Sun Ray Server 
Software の 1.3 リリースで廃止されました。

オプション 次のオプションを使用できます。

オプションが何も指定されない場合は、このコマンドはデフォルト値で動作しま
す。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /tftpboot/SunRayP1

デフォルトのファームウェアファイル。

■ /etc/inetd.conf

TFTP サービスを有効にするために使用する Inet 構成ファイル。

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props

Sun Ray 認証デーモン構成ファイル

-f firmware-file このオプションは、サーバー上の /tftpboot ディレクトリにある
ファイルの名前を指定します。 -f オプションを使用しない場合
は、デフォルトのファイル SunRayP1 が使用されます。

-h hostname このオプションは、 DTU が接続している Sun Ray 認証デーモン 
((utauthd) が実行されているホストを指定します。デフォルトは 
localhost です。

-p port-number このオプションは、 DTU を管理する utauthd のポート番号を指
定します。デフォルトはポート 7010 です。

-s sessionID このオプションは、 DTU の現在の sessionID を指定します。 Sun 
Ray DTU からこのコマンドが実行された場合は、デフォルト値
は、現在のセッションから抽出されます。 sessionID は秘匿する必
要があることに注意してください。セッションのセキュリティが
重要でない場合を除いては、このコマンド行オプションの使用は
避けてください。

-w ダウンロードしたファームウェアをフラッシュメモリーに書き込
みます。
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属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utadm(1M), utfwadm(1M)utfwsync(1M)

注意事項 utload コマンドは、 Sun Ray Server Software 1.3 で廃止されました。 Sun Ray 
Server Software の 2.0 以降のリリースでは、 utload コマンドはサポートされませ
ん。ファームウェアのダウンロード管理には、 utfwsync コマンドを使用してくだ
さい。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utmhadm - Sun Ray DTU マルチヘッドグループ構成ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utmhadm [groupname]

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm -a groupname -g COLSxROWS -p primaryCID -l 
CID1, CID2,..., CIDn

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm -d groupname

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm -e [-f filename]

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm -o [-f filename]

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm -h

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm

機能説明 utmhadm コマンドにより、Sun Ray サーバーのマルチヘッドグループを管理できま
す。utmhadm が表示する情報およびこのコマンドを用いて編集可能な情報は、
SunRay 管理データベースに格納されます。

utmhadm の操作のうち情報表示のみを行うものは任意のユーザーで実行可能です
が、データの変更を伴う操作に関してはスーパーユーザー権限で実行する必要があ
ります。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a groupname 識別子 groupname を持つ新しいマルチヘッドグループを作成しま
す。この名前は一意の、まだそのシステムで未使用の名前である
必要があります。

-d groupname 識別子 groupname で指定したマルチヘッドグループを削除します。

-e -o によって生成された書式を持つ標準入力からの入力データを、
システムマルチヘッドグループデータベースに登録します。

-f filename -e と -o オプションを使用する場合に、標準入力や標準出力の代
わりに filename で指定したファイルを使用します。

-g 
COLSxROWS 

「列 x 行」の書式でマルチヘッドグループのジオメトリを指定し、
この COLS と ROWS の値は、許可されている最大数を超えること
はできません。また、-l で指定した DTU の数に一致している必
要があります。このオプションは、必ず -a オプションと組み合わ
せて使用する必要があります。

-h コマンドの使用法を表示します。
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どのオプションも付けられていない場合、utmhadm は、そのシステム上のすべての
マルチヘッドグループの構成についての情報を一覧表示します。

使用例 例 1 このコマンドを使って、マルチヘッドグループに含まれる DTU をすべて一覧
表示します。

次に出力例を示します。

例 2 このコマンドにより、1 つ目の端末を主端末として、2 つの端末を持つ端末グ
ループを作成します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utxconfig(1)『Sun Ray Server Software 管理者マニュアル』

-l CID1, 
CID2,..., 
CIDn

グループ作成時に DTU の標準的な識別子を指定します。標準的な
識別子は、IEEE802.nnnnnnnnnnnn または nnnnnnnnnnnn (DTU 
の 12 桁の 16 進 MAC アドレス ) の形式で、コンマで区切られてい
る必要があります。また、識別子は、row-major の順序で指定され
ている必要があります。DTU の最大許容数は 16 です。

-o コンマ区切りの形式で、システムに設定されているマルチヘッド
グループの全データを標準出力にダンプします。-e オプションに
続けて使用するフォーマットです。

-p primaryCID  -l オプションで指定した標準的な識別子のリストにある識別子
を、グループの主 DTU に指定します。主 appliance は -l オプ
ションのリストでも指定してください。このオプションは、必ず -
a オプションと組み合わせて使用する必要があります。

% /opt/SUNWut/sbin/utmhadm tera

Multihead Group    Geometry           CIDs                            
------------------ ------------------ --------------------------------
tera               geometry=2x1       IEEE802.080020b538dc (P)
                                      IEEE802.080020b56e2d

# /opt/SUNWut/sbin/utmhadm -a srgroupA -g 2x1 -p IEEE802.080020b0562f 
-l IEEE802.080020b0562f,IEEE802.080020b64574

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utmhconfig - Sun Ray マルチヘッド用 GUI 構成ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utmhconfig

機能説明 utmhconfig ユーティリティにより、管理者はマルチヘッドグループを簡単に一覧
表示、追加および削除することができます。初期画面では、任意の既存のマルチ
ヘッド化されたグループを一覧表示し、管理者はそのリストから削除するグループ
を選択できます。また、このユーティリティは、新規グループの作成にも使用され
ます。新規グループを作成するには、管理者はグループの「主端末」( キーボード、
マウス、およびグループのすべてのデバイスが接続されている ) となる Sun Ray 
Server でこのユーティリティを起動します。次に、「新規グループ作成」を選択し
て、新規マルチヘッドグループの端末すべてを識別するためにウィザードの手順に
従って実行します。管理者は、スーパーユーザーとして、スマートカードが使用可
能な状態であることを確認した上で utmhconfig コマンドを実行します。

オプション utmhconfig に対するオプションはありません。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utmhadm(1M), utxconfig(1)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utmhscreen - Sun Ray マルチヘッド用 GUI 画面表示ツール

形式 /opt/SUNWut/lib/utmhscreen [-l]

機能説明 utmhscreen ツールは、マルチヘッドグループのそれぞれのディスプレイ位置を示
すウィンドウを表示します。ウィンドウを表示するディスプレイは、白色で強調表
示され、その他のディスプレイは暗く表示されます。このウィンドウはディスプレ
イの右上隅に表示されます。

このツールは、X サーバーの起動プロセス ( セッション作成 ) 中に自動的に起動され
ます。X サーバーがマルチヘッド環境で実行されていない場合、このツールは直ち
に終了します。

オプション utmhscreen では次のオプションを使用できます。

リソース このツールは、次のリソースに加えてすべてのコア X ツールキットと Motif リソー
スの名称およびクラスを理解します。

使用例 例 1 ユーザーに対して utmhscreen を自動的に起動しないようにするには、その
ユーザーの $HOME/.Xdefaults ファイル内の X リソースを次のように設定し
ます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utmhadm(1M), utmhconfig(1M), utxconfig(1)

-l ウィンドウシステムによって utmhscreen を自動的に起動す
ることを指定します。このオプションの使用方法について
は、ここでは説明しません。

enableAutoLaunch 
(class 
EnableAutoLaunch)

X セッションの起動中に utmhscreen を自動的に起動する
かしないかを指定します。デフォルト値は「true」( 起動す
る ) です。

Utmhscreen*enableAutoLaunch:  false

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta

インタフェースの安定性 開発中
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名前 utparalleld - Sun Ray プリンタサービスデーモン

形式 /opt/SUNWut/lib/utparalleld [ -D debug-level] [-o optroot] [-r]

機能説明 utparalleld は、Sun Ray DTU でプリンタサポート機能を提供します。
utparalleld は、すべての USB パラレルアダプタと USB プリンタクラスに準拠す
る USB プリンタへのドライバサービスを提供します。

utparalleld は Solaris アプリケーションに /dev/ecpp、/dev/bpp などの標準
ワークステーションパラレルポートと同等なインタフェースを提供するために、
utparallel(7D) ループバックドライバを使用します。lp(1) デーモンのような 
Solaris アプリケーションは、utparalleld が提供するデバイスノードを使用でき
ます。

パラレルアダプタまたは USB プリンタが DTU に取り付けられている場合、
utparalleld は、/tmp/SUNWut/units/CID ディレクトリにデバイスノードを作
成します。CID は、DTU (IEEE802.nnnnnnnnnnnn) の標準的な識別子です。環境
変数 UTDEVROOT はシンボリックリンクを経由して、このディレクトリを指します。
ユーザーは、$UTDEVROOT/dev/printers/printer-name を指定したプリンタへの
アクセスに使用できます。

utparalleld から出力されるエラーメッセージは、LOG_DAEMON の機能値ととも
に syslog(3) を使用して記録されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

ファイル 次のファイルを使用します。

-D debug-level デバッグモードです。使用方法については、ここでは説明しませ
ん。

-o optroot optroot は、デバイスノード作成のためのパラレルサービスのルー
トディレクトリとして使用します。デフォルトは /tmp/SUNWut 
です。optroot は、utdevmgrd(1M) の使用する optroot ディレクト
リと同じである必要があります。

-r プリンタサービスデーモンがシステムにある場合、そのデーモン
を自動的に再起動します。このオプションを使用すると、プリン
タサービスデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つは実際の
処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセス
です。子プロセスが終了した場合、親プロセスは子プロセスを再
起動します。

/tmp/SUNWut optroot で指定され、Sun Ray サーバーマネー
ジャーによって使用される、慣習的に一時ファイ
ルが置かれるディレクトリです。
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環境変数 UTDEVROOT は、ユーザーセッションに関連付けられた Sun Ray DTU のデバイス
ルートへのシンボリックリンクを指します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), utdevmgrd(1M), syslog(3), syslogd(1M), syslog.conf(4), 
utparallel(7D)

/tmp/SUNWut/.utdevmgr デバイスマネージャーとデバイスドライバサービ
ス間の通信に使用される、名前付きパイプです。

/tmp/SUNWut/units 各 DTU のデバイスディレクトリを含むディレク
トリです。このディレクトリ名は、使用する DTU 
の標準的な識別子を表します。標準的な識別子は、
IEEE802.nnnnnnnnnnnn または nnnnnnnnnnnn 
(DTU の 12 桁の 16 進 MAC アドレス ) の形式で
す。各ディレクトリには、dev ディレクトリと 
devices ディレクトリが含まれます。

/tmp/SUNWut/units/CID/
dev/printers

各 DTU のパラレルデバイス名へのリンクを含む
ディレクトリです。CID は、DTU の標準的な識別
子です。

/tmp/SUNWut/sessions units ディレクトリにある各 DTU へのリンクを
含むディレクトリで、各セッションへの X-
Window のディスプレイ番号で名付けられていま
す。これらのリンクは、ユーザーがある Sun Ray 
DTU から別のマシンに移動するのに合わせて変わ
ります。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utpolicy - 認証マネージャーのポリシー管理コマンド

形式 /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a [-g] [-p] [-r type] [-s type] [-z type]

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -h

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy

機能説明 utpolicy は、 Sun Ray 認証マネージャーである utauthd(1M) のポリシー設定を
簡略化し、記述するコマンドです。

オプション 次のオプションを使用できます。

ポリシー設定

指定されたポリシー設定の引数は、現在のアクティブな認証割り当ての引数を完全
に置き換えます。指定された引数だけがアクティブになります。ポリシー設定とカ
ードリーダー割り当ての引数は、同時に指定できます。

-a このオプションに続けて有効なポリシー設定、カード
リーダー割り当て、ソフトウェア再起動のオプション
を指定すると、指定したポリシーがシステムで使用可
能な認証ポリシーとして適用されます。このオプショ
ンは、単独では有効になりません。

-d

-g サーバーグループ内でのセッションの選択を有効にし
ます。ユーザーが、どのサーバーで自分のセッション
を実行するか選択できます。

-M

-m マルチヘッドセッション機能を使用可能にし、複数の
端末がシングルユーザーセッションのディスプレイデ
バイスとして動作することを許可します。

-p このオプションは、トークンを登録する前に Solaris 
システムのユーザー名とパスワードを要求しないよう
に自己登録アプリケーションの動作を変更します。自
己登録アプリケーションはユーザー名とパスワードを
確認するだけです。それらは格納されません。

-r {card|pseudo|both} ログイン画面へのアクセスを許可されるために、管理
データベースに登録されている必要のあるトークンタ
イプを指定します。ポリシーでは、トークンデータベ
ースのエントリを調べて、使用します。

-S
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-h オプションを使用すると、 utpolicy コマンドは使用法のメッセージを表示し
ます。

オプションを 1 つも指定しない場合、 utpolicy コマンドはポリシーを表示しま
す。

次のオプションは、 Sun Ray Server Software 用に予約されているため、使用できま
せん。

-G,-P,-Q,-b,-f,-l,-u,-x,+x

使用例 例 1 このコマンドは、スマートカード経由のすべてのアクセスに対し、そのアクセ
スが許可される前に、有効な管理データベースエントリを必要とするようポリ
シーを構成します。スマートカード用のデータベースエントリが作成されてい
ない場合、登録セッションが DTU 上に表示されます。スマートカードを使用
しない場合、通常の Solaris ログイン画面が表示されます。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/policy/utpolicy

ポリシー設定ファイル

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props

Sun Ray 認証マネージャーの設定ファイル

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), utreader(1M), utrestart(1M),auth.props(4),pam(3PAM)

-s {card|pseudo|both} 管理データベースにエントリがない場合、登録画面に
表示されるトークンタイプを指定します。ポリシーで
は、トークンの自己登録を許可します。

-z {card|pseudo|both} ログイン画面へのアクセスを許可されるために管理デ
ータベース内にエントリが必要ないトークンタイプを
指定します。ポリシーでは、データベースエントリの
ないトークンのアクセスを許可します。

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a -r card -s card -z pseudo

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utpreserve - Sun Ray 構成ファイル保存ユーテイリティ

形式 /cdrom/cdrom0/utpreserve [-d preserve-directory]

機能説明 utpreserve コマンドにより、Sun Ray サービスを停止し、ユーザーセッションを
終了し、既存の Sun Ray サーバー構成情報を次に示す圧縮した tar ファイル 
(/var/tmp/SUNWut.upgrade/preserve_1.3.tar.Z ) に保存します。

オプション 次のオプションを使用できます。

関連項目 utinstall(1M), utconfig(1M)

-d preserve-directory 圧縮した tar ファイルを preserve-directory に保存しま
す。
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名前 utpw - Sun Ray 管理パスワード変更ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utpw

機能説明 utpw コマンドは、 Sun Ray 管理パスワード ( 「 UT admin 」パスワードとも言わ
れます ) を変更します。このパスワードは、管理者が管理ツールにログインして、
LDAP サーバーへの特権による接続を行う場合、入力するものです。

utpw は、管理データベース用パスワードとローカルサーバーのパスワードファイル
用パスワードの両方を変更します。

フェイルオーバーグループでは、 utpw は副サーバーの管理データベースにも影響
を与えますが、その影響はローカルサーバー上のパスワードファイルに対してだけ
です。管理者は副サーバーにログインし、 utpw を実行して、パスワードファイル
を変更します。

オプション utpw のオプションはありません。

使用例 例 1 このコマンドは管理パスワードを変更します。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/utadmin.pw

■ /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utdesktop(1M), utuser(1M)『 Sun Ray Server Software 管理マニュアル』

# /opt/SUNWut/sbin/utpw
Enter new UT admin password:
Re-enter new UT admin password:
Enter old UT admin password:

Changing LDAP password...
Done.
Changing password file...
Done.

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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注意事項 -f オプションは廃止されました。代わりに utpw を使用してください。 -f オプシ
ョンを使用した場合、プロンプトは表示されませんが、 Sun Ray の管理パスワード
を入力する必要があります。
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名前 utquery - Sun Ray デスクトップユニットの現在のパラメタ値を問い合わせる

形式 /opt/SUNWut/sbin/utquery [-d] IP_address

/opt/SUNWut/sbin/utquery -h

機能説明 utquery  コマンドを使用すると、Sun Ray デスクトップユニット (DTU) の現在の
パラメタ値を問い合わせます。IP_address には、単一の DTU に問い合わせるネッ
トワーク IP アドレス、サブネット上のすべての DTU に問い合わせるサブネットブ
ロードキャストアドレス、またはこの Sun Ray サーバーに関連付けられたすべての 
DTU に問い合わせるブロードキャストアドレスを指定することができます。

utquery コマンドは、DTU から認証マネージャーへの接続に失敗した場合や、マル
チヘッドグループが "home" フェイルオーバーグループの外部にリダイレクトされ
た場合の問題の診断に役立ちます。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 IP アドレス  129.146.58.182 の DTU の DHCP 値を表示する

上記のコマンドの出力例を以下に示します。

例 2 サブネット 129.146.58 上のすべての DTU の DHCP 値を表示する

-d DTU が起動時に取得した DHCP パラメタを通知します。

-h コマンドの使用方法を表示します。

% utquery -d 129.146.58.182

terminalID=080020d87c95
        terminalIPA=129.146.58.182
        Subnet=255.255.255.0
        Router=129.146.58.1
        MTU=1500
        Broadcst=129.146.58.255
        LeaseTim=3600
        DHCPServer=129.146.58.29
        INFORMServer=129.146.58.136
        AuthSrvr=129.146.58.136
        AuthPort=7009
        LogHost=129.146.58.136
        FwSrvr=129.146.58.95
        NewTVer=2.0_03.b,REV=2002.04.18.16.26
        currentAuth=129.146.58.136
        currentFW=2.0_19.c,REV=2002.09.06.15.54

utquery -d 129.146.58.255
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例 3 このサーバー上のすべての DTU の DHCP 値を表示する

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

注意事項 utquery コマンドは、ファームウェアバージョン 2.0 以降を使用している DTU のみ
について報告します。

utquery コマンドは、DHCP サーバーから DHCP パラメタを取得できた DTU のみ
について報告します。

報告される NewTVer の値は DHCP から取得したファームウェアのバージョンを示
します。この値を参照してファームウェアのアップグレードが必要であるかどうか
を判断します。currentFW の値は Sun Ray デバイスが使用している現在のファーム
ウェアのバージョンを示します。

AuthSrvr および AltAuth の値は DTU の起動時に DHCP パラメタから取得します。
currentAuth の値は Sun Ray が現在接続している Sun Ray サーバーの IP アドレス
です。

ほとんどのルーターは broadcast-address パケットを転送しないため、
utquery コマンドは、リモートサブネット上では動作しません。

utquery -d 255.255.255.255

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utrcmd - Sun Ray 遠隔管理ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/lib/utrcmd [-n] hostname command [args]

機能説明 utrcmd プログラムは、いくつかの Sun Ray 管理コマンドを遠隔実行するための手
段を提供します。このプログラムは、hostname を持つ遠隔ホスト上の in.utrcmdd 
デーモンに通知し、指定された引数 args があればそれを使用して指定の command を
実行します。

utrcmd は、その標準入力を指定されたコマンドへ、そのコマンドの標準出力を 
utrcmd の標準出力へ、そのコマンドの標準エラーを utrcmd の標準エラーにコ
ピーします。interrupt、quit、terminate のシグナルは指定されたコマンドに渡さ
れ、そのコマンドが終了すると、utrcmd は正常に終了します。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用法 hostname として、正式なホスト名またはニックネームを指定できます。

utrcmd および in.utrcmdd プログラムは、遠隔コマンドの実行を許可する前に、
Sun Ray のフェイルオーバーグループ設定情報を使用して、一連の検査を実施しま
す。

utrcmd プログラムは、root またはスーパーユーザーのセットユーザー ID アクセス
権で実行されます。utrcmd コマンドは、起動システムで次のすべての条件が満た
されている場合のみ実行できます。

■ ユーザーの実ユーザー ID がスーパーユーザーか、ユーザーが utadmin グループ
のメンバー権限を持っている。

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルがスーパーユーザーによって所有さ
れ、スーパーユーザー以外の誰も書き込みできない。

■ auth.props ファイルの gmSignatureFile プロパティに、グループシグニ
チャーファイルが指定されている。

■ グループシグニチャーファイルが存在していて、スーパーユーザーによって所有
されており、スーパーユーザー以外の誰も読み取り、書き込み、実行できない。

■ グループシグニチャーファイルが少なくとも 8 バイトの大きさで、passwd(1) で
要求される内容と同じ特性を持っている。

■ utrcmd/tcp サービスが使用可能である。

-n utrcmd の入力を /dev/null に切り替えます。このオプション
は、utrcmd と呼び出したシェル間の相互作用を阻止します。たと
えば、utrcmd を実行しようとして、離れた場所の端末から入力を
切り替えないままバックグラウンドで utrcmd を呼び出した場合、
遠隔コマンドによって読み取りが送信されていない場合でも、処
理がブロックされます。-n オプションによってこの動作を回避で
きます。
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in.utrcmdd プログラムが、遠隔システム上で次のすべての条件が満たされている
場合にだけ接続を受け入れます。

■ utrcmd/tcp サービスが使用可能で、起動システム上の設定と一致する。

■ /etc/inetd.conf で、in.utrcmdd プログラムが使用可能に設定されている。

■ システム上に utadmin グループが設定されている。

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルがスーパーユーザーによって所有さ
れ、スーパーユーザー以外の誰も書き込みできない。

■ auth.propsファイルの gmSignatureFile プロパティに、グループシグニ
チャーファイルが指定されている。

■ グループシグニチャーファイルが存在していて、スーパーユーザーによって所有
されており、スーパーユーザー以外の誰も読み取り、書き込み、実行できない。

■ グループシグニチャーファイルが少なくとも 8 バイトの大きさで、passwd(1) で
要求される内容と同じ特性を持っている。

接続が受け入れられると、utrcmd プログラムは、グループシグニチャーファイル
の内容を使用してメッセージに署名することによって、in.utrcmdd への応答要求
のハンドシェークを開始します ( シグニチャーファイルの内容が明らかにされるこ
とはありません )。ハンドシェークに失敗すると、utrcmd または in.utrcmdd の
どちらかがトランザクションを拒否します。指定されたコマンドは、2 つのシステ
ムのグループシグニチャーファイルの内容が異なる場合、実行されません。

認識されなかった場合、指定されたコマンドは in.utrcmdd によって拒否されま
す。指定されたコマンドは、utadmin グループで常に実行されます。

指定できるコマンドは次のコマンドで、常に utadmin グループで実行されます。

■ /opt/SUNWut/sbin/utreplica

■ /opt/SUNWut/sbin/utpolicy

■ /opt/SUNWut/sbin/utfwadm

■ /usr/sbin/dhtadm

■ /usr/sbin/pntadm

■ /opt/SUNWut/lib/utauthd

■ /etc/init.d/utsvc

■ /opt/SUNWut/sbin/utsession

■ /opt/SUNWut/sbin/utreader

■ /opt/SUNWut/sbin/utrestart

utrcmd を無効にすることの影響

utrcmd は、遠隔システムでいくつかの Sun Ray 管理コマンドを実行するために使
用します。このため、utrcmd を無効にするということは、次の機能が期待する働
きをしなくなることを意味します。
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■ 管理 GUI

■ サービスの再開

■ Sun Ray セッションの管理

■ CLI

■  /opt/SUNWut/sbin/utreplica - フェイルオーバーグループの設定

■ /opt/SUNWut/sbin/utdssync - Sun Ray データストアの変換と同期

■ /opt/SUNWut/sbin/utfwsync - ファームウェアレベルの同期

使用例 例 1 このコマンドは、遠隔 Sun Ray サーバー上の設定済みのトークンリーダーを一
覧表示します。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/hosts

インターネットホストテーブル

■ /etc/group

グループファイル

■ /etc/inet/services

インターネットサービステーブル

■ /etc/inetd.conf

インターネットサービスデーモン設定テーブル

■ /etc/opt/SUNWut/auth.props

Sun Ray 認証プロパティファイル

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), inetd(1M), group(4), auth.props(4), hosts(4), 
nsswitch(4), passwd(1), rsh(1), attributes(5)

注意事項 utrcmd は rsh(1) と同様の働きをしますが、システムのセキュリティを維持する
ための制御事項がいくつかあります。

# /opt/SUNWut/lib/utrcmd sun5 /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -t list

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utreader - 端末をトークンリーダーとして構成する Sun Ray ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utreader

/opt/SUNWut/sbin/utreader-a

/opt/SUNWut/sbin/utreader-c

/opt/SUNWut/sbin/utreader-d

/opt/SUNWut/sbin/utreader-h

機能説明 utreader コマンドは、Sun Ray 端末をトークンカードリーダーとして構成します。

オプションを指定せずに utreader を実行すると、トークンリーダーとして構成され
ている端末の一覧が表示されます。このトークンリーダーの一覧はすべてのユー
ザーが参照可能ですが、構成を変更するにはスーパーユーザー権限が必要です。

注 – トークンリーダーの構成を変更した場合、新しい構成を適用するにはサービス
を再起動する必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 このコマンドは、端末 ID が AAAABBBBCCCC の端末をトークンリーダーと
して構成します。

例 2 このコマンドは、すべてのトークンリーダーの構成を削除します。

終了状態 次の終了値が返されます。

-a <terminalId> 指定された端末 ID の端末をトークンリーダーとして構成します。

-c すべてのトークンリーダーの構成を削除し、通常の Sun Ray 端末
に戻します。

-d <terminalID> 指定された端末 ID のトークンリーダー構成を削除し、通常の Sun 
Ray 端末に戻します。

-h コマンドの使用法を表示します。

% utreader -a AAAABBBBCCCC

utreader -c

0 正常終了

1 エラー
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属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utreplica - Sun Ray サーバー用 LDAP 複製ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utreplica -p [-a | -d]secondary-server1 [secondary-server2]...

/opt/SUNWut/sbin/utreplica -s primary-server

/opt/SUNWut/sbin/utreplica -l

/opt/SUNWut/sbin/utreplica -u

/opt/SUNWut/sbin/utreplica -z [port#]

機能説明 utreplica コマンドは、主サーバーからフェイルオーバーグループの各副サーバー
にデータを複製できるように Sun Ray LDAP サーバーを構成します。このコマンド
は、構成対象の Sun Ray サーバー上でスーパーユーザー権限で実行する必要があり
ます。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用法 utreplica は、フェイルオーバーグループの Sun Ray サーバー上だけで使用され
ます。最初に Sun Ray 主サーバーを設定してから、 Sun Ray 副サーバーを設定しま
す。

-l 現在のフェイルオーバー管理状態を一覧表示します。

-p [-a|-d] 
secondary-server

主サーバーを設定します。 secondary-server は副サーバーのホス
ト名です。フェイルオーバーグループのすべての副サーバーを
一覧表示します。

-a は、現在の副サーバーリストに、指定された副サーバーを追
加します。

-d は、現在の副サーバーリストから、指定された副サーバーを
削除します。

-s primary-server 副サーバーを設定します。 primary-server は主サーバーのホス
ト名です。

-u LDAP データベースを複製するために、この Sun Ray サーバー
の設定を解除します。

-z[port#] データストアサービスに指定されたポート情報でポート番号を
更新します。ポート番号の指定なしで主サーバー上で実行され
た場合、このコマンドは単に、データストアサービスのデフォ
ルトのポートを使って、主サーバーにある必要な構成ファイル
をすべて更新します。ポート番号の指定なしで副サーバー上で
実行された場合は、主サーバーで現在設定されているポート番
号を使用して、副サーバーにある必要な構成ファイルをすべて
再同期させます。
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ファイル 次のファイルは、 Sun Ray 主サーバー上で設定されます。

■ /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.conf

■ /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.ini

■ /etc/services

■ /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

次のファイルは、 Sun Ray 副サーバー上で設定されます。

■ /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.conf

■ /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utconfig(1M)

注意事項 LDAP 情報を正しく複製するには、フェイルオーバーグループ内のすべての Sun 
Ray サーバーが同じグループシグニチャーを持っている必要があります。

-p、 -s、 -u オプションを Sun Ray サーバーで使用すると、そのサーバー上のす
べての活動中のセッションに割り込みが行われます。

ここでの「割り込み」では、約 30 秒間の画面のフラッシュ中に、現在のすべてのセ
ッションが破壊されずに残されることに注意してください。アクティブなユーザー
は、セッションに戻るために、スマートカードをいったん取り外して再挿入しなけ
ればならないことがあります。 CDE のログイン画面が存在する場合、既存のセッシ
ョンに戻るには、「オプション」、「ログイン画面のリセット」を選択します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utresadm - Sun Ray のモニター解像度の明示的な設定の管理

形式 /opt/SUNWut/sbin/utresadm 

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -a -c CID -t token resname

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -d -c CID -t token

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -p [-c CID ] [-t token]

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -o

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -i

機能説明 utresadm コマンドによって、管理者は Sun Ray 情報 DTU に接続したモニターの
解像度を明示的に作成、削除および表示することができます。utresadm で設定し
た解像度は、Sun Ray ユニットとモニター間の DDC エクスチェンジを通して検出
された解像度よりも優先されます。解像度は、Sun Ray とアクセストークンの特定
の組み合わせ、アクセストークンとは独立した特定の Sun Ray、およびフェイル
オーバーグループ内のサーバーが制御するすべての Sun Ray に対して指定できま
す。指定したセッションに対して複数の構成レコードが適用可能な場合は、最も限
定的なものが適用されます。

utresadm にオプションまたは引数を付けない場合、現在の Sun Ray ユニットの現
在のアクセストークンに対して構成されている解像度が表示されます。

使用可能な解像度名は utresdef(1M) で報告されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a 解像度 resname を、指定した CID およびトークンの優先解像度と
して設定します。token を default として指定した場合、resname 
は、指定した CID で、明示的な解像度が構成されていないすべて
のトークンの優先解像度になります。CID と token の両方を 
default として指定した場合、resname は、明示的な解像度が構成
されていないすべての CID およびトークンの優先解像度になりま
す。このオプションはスーパーユーザーだけが使用できます。

-d 指定した CID および token に対して構成されている明示的な解像
度を削除します。このオプションはスーパーユーザーだけが使用
できます。

-p 指定した CID および token に対して構成されている明示的な解像
度を表示します。トークンを指定しない場合、指定した CID のす
べての構成レコードが表示されます。CID を指定しない場合、指
定した token のすべての構成レコードが表示されます。CID また
は token のいずれも指定しない場合、すべての構成レコードが表
示されます。
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オペランド

終了状態 次の終了値が返されます。

ファイル /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

/etc/opt/SUNWut/utadmin.pw

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utsettings(1), utset(1), utresdef(1M), utconfig(1M)

注意事項 utresadm では、構成した解像度が Sun Ray に接続したモニターで認識されるかど
うかは保証されません。

モニターで認識されない解像度を構成することも可能です。utsettings(1) を使用す
ると、現在の Sun Ray ユニットの現在のアクセストークンに対して、明示的な解像
度をより安全に対話形式で設定できます。

-o utresadm -i での使用に適した形式で、既知の解像度構成レコー
ドをすべて表示します。

-i utresname -o から出力された形式で、解像度構成レコードのリス
トを ( 標準入力から ) 読み込み、対応する解像度を構成します。こ
のオプションはスーパーユーザーだけが使用できます。

-c Sun Ray デスクトップユニットの標準的な ID、あるいは、この操
作をすべてのデスクトップユニットに適用する場合は default を指
定します。

-t セッションのアクセストークン、あるいは、この操作をすべての
トークンに適用する場合は default を指定します。

resname 指定した CID で使用する、指定した token に対して設定する解
像度。

0 目的の処理がエラーなく完了した場合。

1 コマンド行の構文に問題があるために、コマンドが終了した場合。

2 Sun Ray データストアにアクセスできなかった場合。

3 標準入力に渡された解像度定義が受け付けられなかった場合。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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utresadm を使用するには、その前に utconfig(1M) を実行して Sun Ray データスト
アを起動しておく必要があります。

LDAP データベースを通じて何らかの操作を行うとそうであるように、主サーバー
上で更新が適用される時間と副サーバーまたはサーバーにそれが反映される時間の
間には少し差があります。ただし、その長さは通常秒単位です。
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名前 utresdef -  Sun Ray のモニター解像度定義の管理

形式 /opt/SUNWut/sbin/utresdef 

/opt/SUNWut/sbin/utresdef resname

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -a [-c comment] dimensions resname

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -d resname

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -o

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -i

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -h

機能説明 utresdef コマンドによって、管理者は Sun Ray 情報 DTU に接続したモニターの
解像度定義を作成、削除および表示することができます。

解像度は、utresadm(1M) によって特定の Sun Ray ユニットに関連付けます。ユー
ザーは、utsettings(1) または utset(1) を使用して、各自のアクセストークンの解像
度を構成することができます。

引数なしでコマンド名だけ入力された場合、utresdef(1M) は使用可能な解像度名と
その定義だけ報告します。オプションなしで resname が指定された場合は、その定
義が報告されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a 解像度 resname を定義します。このオプションはスーパーユー
ザーだけが使用できます。

-d resname という名前の解像度定義を削除します。このオプション
はスーパーユーザーだけが使用できます。

-o utresdef -i での使用に適した形式で、既知の解像度定義をすべて
表示します。

-i utresdef-o から出力された形式で、resname、comment、
demensions および解像度定義のリストを ( 標準入力から ) 読み込
み、対応する解像度を構成します。このオプションはスーパー
ユーザーだけが使用できます。

-c 定義する解像度の種類と目的を説明する comment です。

-h このコマンドの使用方法を表示します。
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オペランド

終了状態 次の終了値が返されます。

ファイル /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

/etc/opt/SUNWut/utadmin.pw

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utsettings(1), utset(1), utresadm(1M), utconfig(1M)

注意事項 utresdef を使用するには、その前に utconfig(1M) を実行して Sun Ray データストア
を起動しておく必要があります。

dimensions この解像度定義を Sun Ray デスクトップユニットに適用した後
の画面表示の大きさを width × height の形式で指定します。通
常、resname には画面表示サイズを示唆する情報が含まれていま
すが、必ずしもそうとは限りません。resname は例外的な形式の
名前である場合があり ( たとえばモニターの特定モデルを表す名
前など )、その場合はサイズを推定できません。そのため、表示
サイズを明示的に指定する必要があります。

resname 定義、削除、または表示する解像度の名前です。一般に resname 
は、width × height@rate ( たとえば 640x480@60) の形式で指定
されますが、必ずそうとは限りません。

0 目的の処理がエラーなく完了した場合。

1 コマンド行の構文に問題があるために、コマンドが終了した場合。

2 Sun Ray データストアにアクセスできなかった場合。

3 標準入力に渡された解像度定義が受け付けられなかった場合。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utrestart - サービスをリセットおよび再起動する Sun Ray ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utrestart 

/opt/SUNWut/sbin/utrestart -c 

/opt/SUNWut/sbin/utrestart -h 

機能説明 utrestart コマンドは、Sun Ray サービスをリセットおよび再起動します。このコ
マンドは 2.0 で廃止された utpolicy -i オプションに代わるものです。

utrestart を実行するにはスーパーユーザー権限が必要です。

オプションなしで utrestart コマンドを実行すると再起動 (「ウォームリスター
ト」) します。この場合、既存のセッションは保持したまま Sun Ray サービスが再
起動します。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 これによりサービスはリセットされます。

例 2 これによりサービスが再起動されます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

-c Sun Ray サービスを再起動します。セッションは失われます。

-h このコマンドの使用方法を表示します。

# /opt/SUNWut/sbin/utrestart

# /opt/SUNWut/sbin/utrestart -c

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utselect - Sun Ray フェイルオーバーグループサーバー選択ツール

形式 /opt/SUNWut/bin/utselect [-colormap] [-display] [-geometry] [-name] 
[-sync] [-visual] [-use] [--]

機能説明 utselect コマンドは、utswitch コマンドのグラフィカルユーザーインタフェー
ス (GUI) です。これにより、ユーザーが Sun Ray サーバーまたは Sun Ray DTU へ
のセッションのどちらに接続するかを選択できます。GUI のセッションは最新のも
のから順に並べられます。デフォルトでは、リストの 2 番目の項目が強調表示され
て、2 つのサーバー間で簡単に切り替えられるようになっています。「再表示」ボタ
ンを押すと、utswitch -l コマンドが実行され、GUI に表示される情報が更新さ
れます。また、「了解」ボタンを押すと、強調表示されたサーバーに対して 
utswitch -h コマンドが実行されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 このコマンドにより、ユーザーが Sun Ray サーバーとセッションのどちらに接
続するかを選択できるようにします。選択後、GUI は終了します。

ファイル auth.props(4) ファイルにある 2 つのプロパティが utselect の動作に影響します。
それは次のプロパティです。

-colormap 主ウィンドウのカラーマップ

-display 使用するディスプレイ

-geometry ウィンドウの初期ジオメトリ

-name アプリケーションに使用する名前

-sync ディスプレイサーバーに同期モードを使用

-visual 主ウィンドウのビジュアル

-use アプリケーションを組み込むウィンドウの ID

-- 残りのすべての引数をスルーします。

% /opt/SUNWut/bin/utselect -X

selectAtLogin=true この設定により、utselect は dtlogin の前に実行され、ユー
ザーは特定のマシンでセッションを開始できます。デフォル
ト値は「false」です。

remoteSelect=true この設定により、utselect は -R オプションを指定した場合と
同じように実行されます。そのため、ユーザーはデフォルト
の HA グループの外部にあるサーバーの名前を入力できます 
(Sun Ray からそのサーバーに接続できる場合 )。つまり、
LAN 配置などで Sun Ray をそのサーバーにルーティングでき
ます。デフォルト値は「false」です。
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属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utswitch(1), attributes(5)auth.props(4)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utseriald - Sun Ray DTU のシリアルサービスデーモン

形式 /opt/SUNWut/bin/utseriald [-D debug-level] [-o optroot] [-r]

機能説明 utseriald は、USB シリアルアダプタへのドライバサービスを通して、Sun Ray 
DTU のシリアルサポート機能を提供します。サポートしているアダプターの一覧
は、以下の Web サイトを参照してください。

http://www.sun.com/sunray/

utseriald は、Solaris アプリケーションに、/dev/term/a、/dev/term/b のよ
うな標準的なワークステーションシリアルポートと同一のインタフェースを提供す
るために、utserial(7D) ループバックドライバを使用します。tip(1) のような 
Solaris アプリケーションは、標準的な termio(7I) インタフェースを使用すること
で、ポートの設定を変更できます。

アプリケーションがデバイスノードを開く場合、ldterm(7M) および 
ttcompat(7M) モジュールが STREAM ヘッドの下にプッシュされます。

シリアルアダプタが DTU に取り付けられている場合、utseriald は /tmp/
SUNWut/units/CID ディレクトリにデバイスノードを作成します。CID は、DTU 
(IEEE802.nnnnnnnnnnnn) の標準的な識別子です。環境変数 UTDEVROOT  はシンボ
リックリンクを経由して、このディレクトリを指します。ユーザーは、
$UTDEVROOT/dev/term/terminal-name を Sun Ray DTU のシリアルポートへのア
クセスに使用できます。

utseriald から出力されるエラーメッセージは、LOG_DAEMON の機能値とともに 
syslog(3) を使用して記録されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-D debug-level デバッグモードです。使用方法については、ここでは説明しませ
ん。

-o optroot デバイスノードを作成するためのシリアルサービスルートディレ
クトリとして、optroot を使用します。デフォルトは /tmp/
SUNWut です。optroot は、utdevmgrd(1M) の使用する optroot 
ディレクトリと同じである必要があります。

-r シリアルサービスデーモンがシステムにある場合、このデーモン
を自動的に再起動します。このオプションを使用すると、シリア
ルサービスデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つは実際の
処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセス
です。子プロセスが終了した場合、親プロセスは子プロセスを再
起動します。
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ファイル 次のファイルを使用します。

環境変数 UTDEVROOT は、ユーザーセッションに関連付けられた Sun Ray DTU のデバイス
ルートへのシンボリックリンクを指します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 tip(1), utauthd(1M), utdevmgrd(1M), utserial(7D),ldterm(7M), 
ttcompat(7M), termio(7I), zs(7D), sad(7D), syslog(3), syslogd(1M), 
syslog.conf(4)

/tmp/SUNWut optroot で指定され、Sun Ray サーバーマネー
ジャーによって使用される、慣習的に一時ファイ
ルが置かれるディレクトリです。

/tmp/SUNWut/.utdevmgr デバイスマネージャーとデバイスドライバサービ
ス間の通信に使用される、名前付きパイプです。

/tmp/SUNWut/units 各 DTU のデバイスディレクトリを含むディレク
トリです。このディレクトリ名は、使用する DTU 
の標準的な識別子を表します。標準的な識別子は、
IEEE802.nnnnnnnnnnnn または nnnnnnnnnnnn 
(DTU の 12 桁の 16 進 MAC アドレス ) の形式で
す。各ディレクトリには、dev ディレクトリと 
devices ディレクトリが含まれます。

/tmp/SUNWut/units/CID/
dev/term

各 DTU のシリアルデバイス名へのリンクを含む
ディレクトリです。CID は、DTU の標準的な識別
子です。

/tmp/SUNWut/sessions units ディレクトリにある各 DTU へのリンクを
含むディレクトリで、各セッションへの X-
Window のディスプレイ番号で名付けられていま
す。これらのリンクは、ユーザーがある Sun Ray 
DTU から別のマシンに移動するのに合わせて変わ
ります。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utsession - ローカル Sun Ray サーバー上の Sun Ray セッションの表示と管理

形式 /opt/SUNWut/sbin/utsession -p [-x] [-d disp#] [-u unix] [-t token] [-n name]

/opt/SUNWut/sbin/utsession {-k | -s} [-a] [-x] { [-d disp#] [-u unix] [-t token] 
[-n name]}

/opt/SUNWut/sbin/utsession -r [-a] [-x] [-d disp#] [-u unix] [-t token] [-n 
name]

/opt/SUNWut/sbin/utsession -h

/opt/SUNWut/sbin/utsession -l

機能説明 最初の形式 (-p) は現在のサーバー上で指定されたユーザーまたはトークンに対して 
Sun Ray セッション ( アクティブおよび中断中 ) を表示するのに使用します。 -u、
-t、 -n、 -d オプションを指定しない場合、 utsession は現在のサーバー上のす
べての Sun Ray セッションを表示します。

Sun Ray セッションの一覧表示では、 utsession は各セッションの以下の状態も
表示します。

2 番目の形式 (-k | -s) は現在のサーバー上の Sun Ray セッションを終了、中断、
再開するのに使用します。 -d、 -u、 -t、または -n オプションの少なくとも 1 
つを指定してください。 -a オプションを指定しない場合、指定した基準に適合する
複数のセッションがエラーを返します。

セッションを中断する場合、 utsession は dterror.ds(1) を使用して、セッシ
ョンが管理者によって中断されることを示すメッセージをユーザーの画面に表示し
ます。

3 番目の形式 (-r) は現在のサーバー上の Sun Ray セッションを再開するのに使用
します。 -d、 -u、 -t、または -n オプションのいずれも指定しない場合、
utsession は現在のサーバー上で中断されているすべての Sun Ray セッションを
再開します。 -a オプションを指定しない場合、指定した基準に適合する複数のセッ
ションがエラーを返します。

4 番目の形式 (-h) はこのコマンドの使用方法を表示します。

D Disconnected — セッションは現在どの Sun Ray にも接続されて
いません。このフラグがない場合、セッションは接続されている
と考えられます。

I Idling — ユーザーのログインを待っている dtlogin のセッショ
ンです ( 例 : dtgreet) 。このフラグがない場合、ユーザーはす
でに dtlogin セッションにログインしています。

S Suspended — セッションは現在中断しています。このフラグが
ない場合、セッションは実行中であると考えられます。
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注 – このコマンドは root で実行する必要があります。

オプション 次のオプションをサポートしています。

使用例 例 1 このコマンドで、現在のサーバーのすべてのセッションを表示します。

-a 複数のセッションが検索基準に適合する場合、すべての適合する
セッションにこの操作を適用します。 -a が指定されないと、複数
の適合するセッションがエラーを返します。

-d disp# 検索する画面番号 X を指定します。

-h このコマンドの使用方法を表示します。

-k 検索基準に適合するセッションを終了します。 -d、 -u、 -t、
または -n オプションの少なくとも 1 つを指定する必要がありま
す。

-l 詳細なセキュリティのステータスを表示します。通常セッション
によって現在使用されているターミナル CID のリストです。
terminalCID キーの下に表示されます。マルチスレッドセッション
では、 primaryCID キーの下に主ターミナル CID も表示されます
。

-n name 検索する登録された Sun Ray のユーザー名を指定します。ユーザ
ー名に適合するユーザーに属するセッションが一覧表示されま
す。大文字、小文字の区別がありますので、正確に名前を合わせ
てください。

-p 指定したユーザーまたはトークンに属するセッションを印刷しま
す。適合基準を指定した場合、中断されているセッションも対象
になります。

-t token 検索する Sun Ray トークンを指定します。トークンは次のいずれ
かの形式です。

■ 非登録ユーザーの生形式のトークン (MicroPayflex.####)

■ 端末ユーザーの擬似形式のトークン (pseudo.macaddr)

■ 登録ユーザーの論理形式のトークン (user.#####)

■ NSC モバイルユーザーのモバイル形式のトークン 
(mobile.username)

-u unix 検索する UNIX のログイン名を指定します。

-x 特別な処理用に予約されています。これは utrcmd(1M) で起動さ
れ、管理ツールインタフェースのリモート操作をサポートしま
す。

# utsession -p
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例 2 このコマンドで UNIX ユーザー「 jdoe 」に対するセッションを検索します。

例 3 このコマンドで、登録された Sun Ray のユーザー「 john doe 」のセッション
を終了します。

例 4 このコマンドで、画面 10 にある擬似トークン 
MicroPayflex.000105d665000100 に属するセッションを中断します。

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utuser(1M), auth.props(4), utdesktop(1M)

# utsession -p -u jdoe

# utsession -k -n "john doe"

# utsession -s -d 10 -t MicroPayflex.000105d665000100

0 コマンドは正常終了しました。

1 エントリが見つかりません。

-1 エラーが発生しています。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utsessiond - Sun Ray セッションマネージャーデーモン

形式 /opt/SUNWut/lib/utsessiond [-a authlist] [-c authfile] [-d] [-h hostname] [-p 
port] [-P nport] [-r] [-t]

機能説明  utsessiond デーモンは、Sun Ray セッションのサービスに、信頼性の高い相互
認識ポイントを提供します。Sun Ray 認証マネージャーから各サービスにセッショ
ン接続および切断のメッセージを転送し、サービスのクリップリストの分散同期化
をサポートする機能を提供します。

-a オプションまたは -c オプションのどちらかを指定すると、セッションマネー
ジャーデーモンはコールバックモードのみで動作します。このモードでは、セッ
ションマネージャーは、authlist または authfile で明示的に指定され、コールバック
を要求した認証マネージャーからのみ、セッションの接続と切断のコマンドを受け
付けます。コールバック機能を使用すると、セッションマネージャーと認証マネー
ジャーの間の相互認識が可能となります。

utsessiond から発行されたエラーメッセージは LOG_DAEMON の機能値を使用
して syslog(3) によって記録されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a authlist  authlist で指定したホストとポートの組を、許可される認証マネー
ジャーのリストに追加します。authlist の書式は、コンマで区切っ
た hostname:port の組のリストです。

-c authfile ASCII ファイルである authfile で指定したホストとポートの組を、
許可される認証マネージャーのリストに追加します。このファイ
ルには、認証マネージャーの仕様を 1 行に 1 つずつ指定します。
仕様は、hostname と port 番号の順で、空白で区切って指定します。
空白行、および最初の印刷可能文字が「#」である行は無視されま
す。

-d デバッグ出力を可能にします。

-h hostname セッションマネージャーが生成するセッション ID のうち、ホスト
名の部分を hostname で指定した値に設定します。デフォルトでは、
この値はマシンのノード名に設定されます。このオプションを使
うと、クラスタソリューションの一部として複数の IP アドレスを
サポートするサーバーを処理できます。

-p port セッションマネージャーの待機ポートを port で指定されたポート
に設定します。セッションマネージャーのデフォルトのポートは 
7007 です。セッションサービスと認証マネージャーは、このポー
トを使用してセッションマネージャーに接続します。

-P nport このオプションは、すでに使用中止されています。過去のリソー
スとの互換性のためだけに残してあります。
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ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/auth.permit

システムの使用する authfile ファイルの、慣習的な位置です。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utauthd(1M), syslog(3), syslogd(1M), syslog.conf(4)

-r セッションマネージャーデーモンが終了した場合に、自動的に再
起動します。このオプションを指定すると、セッションマネー
ジャーデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つは実際の処理
すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセスです。
子プロセスが終了した場合、親プロセスは子プロセスを再生成し
ます。

-t テストモード。使用方法については、ここでは説明しません。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utset - Sun Ray DTU の設定の表示または変更

形式 /opt/SUNWut/bin/utset-l [-o arg[,...]] [-i arg[,...]] [-m arg[,...]] [-d arg[,...] [-f]] 
[-v arg[,...] []]

機能説明 utset コマンドは、Sun Ray デバイスを設定します。Sun Ray デバイスには 5 つの
設定カテゴリがあります。オーディオ出力、オーディオ入力、マウス、ディスプレ
イ、ビデオ入力の 5 つです。カテゴリごとに 1 つのオプションがあります。カテゴ
リのオプションの後に、設定項目を指定する引数を続けます。引数は、"name=value" 
の組み合わせをコンマで区切ったリストとして指定します。name は設定項目を示
し、value は値を示します。

オプションを指定せずに utset を実行すると、すべての設定の現在の状態が stdout 
に出力されます。

オプション 次のオプションを使用できます。

-o arg[,...] オーディオ出力を設定します。

s=[a|s|h] 出力の選択 :  a ( オート )、s ( スピーカー )、
h ( ヘッドフォン )

v=<0:31> 音量 :  0 ～ 31

b=<-32:32> バランス :  -32 ～ +32

m=[on|off] 消音 :  on、off ( または  1、0) 

e=[on|off] ステレオエンハンス :  on、off ( または  1、0) 

T=<-6:6> 高音 :  -6 ～ +6

B=<-6:6> 低音 : -6 ～ +6

-i arg[,...] オーディオ入力を設定します。

s=[m|l] 入力選択 :  m ( マイク )、l ( ライン入力 )

g=<0:75> マイクゲイン :  0 ～ 75

l=<0:15> ライン入力ゲイン左 :  0 ～ 15

r=<0:15> ライン入力ゲイン右 :  0 ～ 15

v=<0:64> 音量 :  0 ～ 64

b=<-32:32> バランス :  -32 ～ +32
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-d arg[,...][-f] ディスプレイを設定します。

r=<WxH@F> 解像度 / リフレッシュレート :  W は幅、H は高
さ、F はリフレッシュレートを示します。解像度 
/ リフレッシュレートの設定を確認するメッセー
ジが表示されます。

b=<0:60> ブランキング : 0 ～ 60

-f 解像度 / リフレッシュレートを設定します。確認
メッセージは表示されません。

-v arg[,...] ビデオ入力を設定します。

b=<0:255> 明るさ :  0 ～ 255

c=<0:63> コントラスト :  0 ～ 63

C=<0:127> 色 :  0 ～ 127

t=<0:255> 濃淡 :  0 ～ 255

f=<0:3> フィルタ :  0 ～ 3

T=[on|off] カラートラップ :  on、off ( または  1、0) 

-m arg[,...] マウスの設定をします。

m=<0.1:10.0> アクセラレーション : 0 ～ 75

t=<1:15> しきい値 : 0 ～ 15

r=<0:15> ライン入力ゲイン右 :  1 ～ 15



Sun Ray システム管理 utset(1M)

2004 年 10 月 SRSS 3 109

使用例 例 1 このコマンドは、現在ログインしている Sun Ray DTU の設定を表示します。

-l P6 ハードウェア (Sun Ray 150G DTU など ) によってサポートされ
る解像度を表示します。

1600x1024@60

1600x1200@60d

1600x1200@75

1920x1080@60d

1920x1080@70

1920x1080@72

1920x1200@60d

1920x1080@72

以前のハードウェア (Sun Ray 1 など ) でサポートされる解像度を
表示します。

640x480@60

640x480@85

800x600@60

800x600@85

1024x768@60

1024x768@75

1024x768@85

1152x900@66

1152x900@76

1280x1024@60

1280x1024@66

1280x1024@75

1280x1024@76

1280x1024@85

% utset
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ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/utsettings_defaults.properties

サイト全体のデフォルト

■ ~/.utsettings.properties

ユーザーのデフォルト

■ /etc/opt/SUNWut/utsettings_mandatory.properties

サイト全体の必須デフォルト

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utslaunch(1M), dtlogin(1X), dtsession(1X), 
utsettings.properties(4), utsettings(1)

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utsettings - Sun Ray DTU の設定の表示または変更

形式 /opt/SUNWut/bin/utsettings [-H [-k hotkey]]

機能説明 utsettings コマンドにより、「 Sun Ray 設定」ダイアログボックスが開き、ユー
ザーは Sun Ray DTU のオーディオ、画像、および触感の設定を表示したり変更した
りできます。

utsettings アプリケーションはセッションマネージャーに接続し、マネージャー
から、表示が行われている DTU の情報を受け取ります。ユーザーが別の Sun Ray 
DTU にセッションを移動させると、セッションマネージャーはそのセッションの現
在の位置を追跡し、 utsettings アプリケーションにそれに従うように指示しま
す。セッションが移動するたびに、 utsettings アプリケーションは現在の DTU 
の構成を表示します。

デフォルトでは、ユーザーが dtlogin を使ってログインすることにより、Sun Ray 
サーバーは utslaunch(1M) のインスタンスを、生成されたセッションごとに 1 つ
ずつ起動します。これにより、 Sun Ray 設定ダイアログボックスが、ホットキーま
たはキーの組み合わせを押すことで使用可能になります。さらにこれらのキー押す
と、ダイアログボックスのオンとオフが切り替わります。

ユーザーは、 -H フラグを使って utsettings を起動することで同様の機能を実現
できます。 -k オプションを使ってホットキーを指定できます。 1 つのセッションで
は utsettings -H または utslaunch のインスタンスを 1 つしか実行できませ
ん。

utsettings で選択された設定は、 utsettings が実行されている DTU にのみ適
用されます。別の DTU にホットデスク操作をしても、セッションの一部として新し
いタイミングがもたらされるわけではありません。ただし、選択されたタイミング
は保持され、ユーザーがホットデスク操作で元の DTU に戻った場合に再 利 用され
ます。

セッションがパーソナルのモバイルトークン ( スマートカードか NSCM 資格 ) に関
連付けられている場合、 utsettings で選択したタイミングは固定されます。ユー
ザーがこの設定を確定すると、タイミングは保持され、該当 DTU の以後のパーソナ
ルモバイルトークンセッションで再 利 用されます。 pseudo などの共有セッション
のトークンタイプの場合は、他の人の DTU の使用の妨げになるため、ユーザーが長
時間の解像度設定を確立することはできません。
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オプション 次のオプションを使用できます。

使用例 例 1 このコマンドは、現在ログインしている Sun Ray DTU の設定を表示します。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties

サイト全体のデフォルト

■ ~/.utslauch.properties

ユーザーのデフォルト

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties

サイト全体の必須デフォルト

終了状態 次の終了値が返されます。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utslaunch(1M), dtlogin(1X), dtsession(1X), utslaunch.properties(4)

-H 「ホットキー」 モードで utsettings アプリケーションを起動し
ます。 utsettings アプリケーションは、 Sun Ray 設定ダイアロ
グボックスが非表示の状態で起動されます。ホットキーを押すこ
とで、このダイアログボックスの表示と非表示が切り替わりま
す。デフォルトの ホットキーは、 Shift + Props (Shift キーを押し
ながら Props キーを押す ) です。ホットキーは、以下に一覧表示
されたファイルで utsettings.hotkey プロパティに従って、ユ
ーザーまたはサイト単位で定義できます。「ファイル」の項目を
参照してください。

-k hotkey -H オプションを指定する場合、ホットキーの組み合わせとして指
定されたキーを使用してください。このオプションは -H オプショ
ンに左右されます。

% utsettings

0 正常終了

1 エラー

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utsettings.properties - utsettings アプリケーションのデフォルト値

形式 /etc/opt/SUNWut/utsettings_defaults.properties

~/.utsettings.properties

/etc/opt/SUNWut/utsettings_mandatory.properties

機能説明 上に表示されているファイルは、 utsettings アプリケーションの操作をカスタマ
イズするデフォルトを格納できる標準の Java プロパティファイルです。それぞれの
ファイルには次の書式のエントリがあります。

name=value

ここで、 name にはプロパティ名を、 value には値の設定を入力します。

utsettings アプリケーションの正しい操作にはプロパティファイルは要求されま
せん。何もない場合は、アプリケーションは内部のデフォルトを使用します。

拡張機能説明 アプリケーションは、起動すると、以下に示す順番でプロパティファイルを検索し
て読み取ります。ファイルで指定されたプロパティが、検索順で後で読み込まれた
ファイルによって書き換えられることがあります。

1. /etc/opt/SUNWut/utsettings_defaults.properties

このファイルにはサイト全体のデフォルトプロパティがあり、ユーザーが何も指
定しないと、このプロパティが使用されます。このプロパティは、どのアプリケ
ーションデフォルトよりも優先されます。

2. ~/.utsettings.properties

このファイルにはユーザーのデフォルトプロパティがあります。このプロパティ
はアプリケーションおよびサイト全体のデフォルトプロパティよりも優先されま
す。

3. /etc/opt/SUNWut/utsettings_mandatory.properties

このファイルにはサイト全体の必須デフォルトプロパティがあり、このプロパテ
ィはすべてのアプリケーション、サイト全体、またはユーザーのデフォルよりも
優先されます。

プロパティ サポートされているアプリケーションプロパティは以下のとおりです。プロパティ
ごとに、名前、説明、アプリケーションデフォルト、および例を示します。

名前 - utsettings.hotkey

説明 - Sun Ray 設定ダイアログボックスを呼び出すホットキーまたはキーの組み合
わせを指定します。キー値は、サポートされる 1 つ以上の修飾キー (Ctrl 、 Shift 、
Alt 、 Meta) に続く有効なキー記号です。

アプリケーションデフォルト - [Shift + SunProps] (Shift キーを押したまま Props キ
ーを押します )
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例 :

■ F3

■ Shift + F4

■ Ctrl + Shift + Alt + F5

使用例 例 1 次にプロパティファイルの内容の例を示します。以下の値は、プロパティファ
イルが存在しない場合に使用されるアプリケーションのデフォルトです。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utsettings(1), utslaunch(1M), utslaunch.properties(4)

注意事項 utsettings.hotkey 用の F11 と F12 は有効ではありません。

プロパティファイルでのホットキープロパティの定義は、 SRSS 1.3 リリースで廃止
されています。今後、これは utslaunch.properties ファイルで定義される予定
です。マニュアルページを参照し、使用を中止してください。以降の Sun Ray 
Server Software でサポートされません。

utsettings.hotkey=Shift SunProps

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr
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名前 utslaunch - Sun Ray DTU の起動アプリケーション

形式 /opt/SUNWut/lib/utslaunch

機能説明 utslaunch アプリケーションは、「ホットキー」のキーの組み合わせを使用して、
いろいろな Sun Ray アプリケーションを起動するために使用します。このキーの組
み合わせが押されるとアプリケーションは使用可能になります。

utslaunch アプリケーションは、ホットキー機能を提供して、システムリソースの
消費を抑制します。

ホットキーのキーの組み合わせは、 utslaunch.properties ファイルで定義され
ます。

オプション utslaunch のオプションはありません。

使用例 例 1 この例では、 utslaunch デーモンをバックグランドで起動します。

ファイル 次のファイルはホットキーの設定で使用されます。

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties

サイト全体のデフォルト

■ ~/.utslaunch.properties

ユーザーのデフォルト

■ /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties

サイト全体の必須デフォルト

次のファイルを使用します。

/usr/dt/config/Xsession.d/0100.SUNWut

環境変数 utslaunch は、ユーザーの X ディスプレイ番号を取得するために DISPLAY 環境変
数を使用します。

また、ユーザーのホットキーの設定を使用できるように、ユーザーのホームディレ
クトリを取得するために HOME 環境変数も使用します。

終了状態 次の終了値が返されます。

# utslaunch &

0 正常終了

1 エラー
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属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utslaunch.properties(4), utsettings(1), utdetach(1)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utslaunch.properties - utslaunch によってサポートされている各種アプリケ
ーション用のデフォルトのホットキーの組み合わせ

形式 /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties

~/.utslaunch.properties

/etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties

機能説明 上に表示されているファイルは、 utslaunch アプリケーションの操作をカスタマ
イズするデフォルトを格納できる標準の Java プロパティファイルです。それぞれの
ファイルには次の書式のエントリがあります。

name=value

ここで、 name にはプロパティ名を、 value には値の設定を入力します。

拡張機能説明 utslaunch アプリケーションは、起動すると、以下に示す順番でプロパティファイ
ルを検索して読み取ります。ファイルで指定されたホットキーの組み合わせが、検
索順で後で読み込まれたファイルによって書き換えられることがあるので注意して
ください。

1. /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties

このファイルにはサイト全体のデフォルトプロパティがあり、ユーザーが何も指
定しないと、このプロパティが使用されます。このプロパティは、どのアプリケ
ーションデフォルトよりも優先されます。

2. ~/.utslaunch.properties

このファイルにはユーザーのデフォルトプロパティがあります。このプロパティ
はアプリケーションおよびサイト全体のデフォルトプロパティよりも優先されま
す。

3. /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties

このファイルにはサイト全体の必須デフォルトプロパティがあり、このプロパテ
ィはすべてのアプリケーション、サイト全体、またはユーザーのデフォルよりも
優先されます。

プロパティ サポートされているアプリケーションプロパティは以下のとおりです。プロパティ
ごとに、名前、説明、アプリケーションデフォルト、および例を示します。

名前 - utdetach.hotkey

説明 - ユーザーが現在使用している DTU から現在のセッションを切断するホットキ
ーまたはキーの組み合わせを指定します。キー値は、サポートされる 1 つ以上の修
飾キー (Ctrl 、 Shift 、 Alt 、 Meta) に続く有効なキー記号です。

アプリケーションデフォルト - [Shift + Pause] (Shift キーを押したまま Pause キーを
押します )
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名前 - utsettings.hotkey

説明 - Sun Ray 設定ダイアログボックスを呼び出すホットキーまたはキーの組み合
わせを指定します。キー値は、サポートされる 1 つ以上の修飾キー (Ctrl 、 Shift 、
Alt 、 Meta) に続く有効なキー記号です。

アプリケーションデフォルト - [Shift + SunProps] (Shift キーを押したまま Props キ
ーを押します )

例 :

■ F3

■ Shift + F4

■ Ctrl + Shift + Alt + F5

使用例 例 1 次にプロパティファイルの内容の例を示します。

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utslaunch(1M), utdetach(1M) 

utdetach.hotkey=Shift Pause
utsettings.hotkey=Shift SunProps

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr

安定度レベル 開発中
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名前 utswitch - Sun Ray サーバーの選択およびセッション一覧表示用ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/bin/utswitch {-l | -t | -h hostname} [-k token] [-p port] [-r]

機能説明 utswitch コマンドにより、フェイルオーバーグループ内にある Sun Ray サーバー
間で、 1 つの Sun Ray DTU を切り替えることができます。また、現在のトークンの
既存のセッションを一覧表示する機能もあります。オプションプラグの  -l、
-t、 -h のどれか 1 つを指定する必要があります。 utselect(1) コマンドは、この
コマンドの GUI インタフェース版です。

オプション 次のオプションを使用できます。

-h hostname hostname に指定した名前を持つサーバーに強制的に切り替えま
す。

-k token フェイルオーバーグループ内のサーバーからのセッション情報の
収集に使用するトークン ID (token) を指定します。通常は、現在の
セッションに接続されているトークンが使用されます。

-l 現在のトークンで現在の Sun Ray DTU からアクセスできるサーバ
ーを一覧表示します。

■ 出力の最初のフィールドはサーバー名です。

■ 2 つ目のフィールドは、アクティブなユーザーセッションの X 
ディスプレイ番号です。アクティブなユーザーセッションが存
在しない場合、 -1 が表示されるか、またはログイン画面が表示
されていると、 -2 が表示されます。

■ 3 つ目のフィールドは、既存のセッションへの最終接続時刻 
(time(2) システムコールからの時間値 ) です。セッションが存
在しない場合、 3 つ目のフィールドは、ホストからの次の状態
値のいずれかを示します。

-1  サーバーは動作しているが、セッションはなし。

-2   サーバーからの応答なし。

-3   Sun Ray からサーバーへの経路なし。

■ 4 つ目のフィールドは、サーバーがオフラインの場合は 1、それ
以外の場合は 0 になります。

-p port ポートに、デフォルトの 7009 の代わりに Sun Ray サーバー上での
認証マネージャーのポート番号を設定します。
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ファイル 次のファイルを使用します。

■ /var/opt/SUNWut/displays/*

X ディスプレイファイル

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utselect(1), attributes(5)

-r 現在のフェイルオーバーグループ以外の遠隔リダイレクションに
外部のフェイルオーバーグループ内の既存のセッションを検索さ
せます。どのセッションも使用可能でない場合、負荷平衡が実行
されます。このオプションが設定されていないと、 Sun Ray DTU 
は、ターゲットのフェイルオーバーグループ内の適切なサーバー
ではなく、ターゲットの Sun Ray サーバーに強制的に結合されま
す。このオプションは、必ず -h オプションと組み合わせて使用す
る必要があります。

-t 現在のトークンの既存のセッションの中で、最終接続時刻が最も
新しいセッションを持つサーバーに切り替えます。このオプショ
ンでは通常は現在のセッションに切り替えられることになるた
め、変化がありません。このオプションが有用なのは、既存の X 
セッションからログアウトして、ログイン画面に戻る場合です。
別のサーバーにログイン済みの X セッションが存在する場合に
は、ログアウトしたセッションの接続時刻は時間的に古くなるた
め、選択されません。 CDE のログイン画面の「オプション」メニ
ューから「ログイン画面のリセット」を選択することによって、
強制的に utswitch -t を呼び出せます。この呼び出しによっ
て、ログイン画面からログインしなくても、ログイン済みのセッ
ションに戻ることができます。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utuser - Sun Ray ユーザー管理ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utuser -a “tokenID,server-name,server-port,name,other-info” [-r 
tokenreader]

/opt/SUNWut/sbin/utuser -a -f filename [-r token-reader]

/opt/SUNWut/sbin/utuser -a -i current-tokenID new-tokenID [-r token-reader]

/opt/SUNWut/sbin/utuser -d tokenID

/opt/SUNWut/sbin/utuser -d -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utuser -d -i current-tokenID

/opt/SUNWut/sbin/utuser -e “tokenID,server-name,server-port,name,other-info”

/opt/SUNWut/sbin/utuser -e -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utuser -e -i current-tokenID [enable | disable]

/opt/SUNWut/sbin/utuser -h

/opt/SUNWut/sbin/utuser -l

/opt/SUNWut/sbin/utuser -l -c

/opt/SUNWut/sbin/utuser -l -i substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser -l -n substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser -L

/opt/SUNWut/sbin/utuser -L -c

/opt/SUNWut/sbin/utuser -L -i substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser -L -n substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser -L -g

/opt/SUNWut/sbin/utuser -o

/opt/SUNWut/sbin/utuser -p tokenID

/opt/SUNWut/sbin/utuser -r token-reader

機能説明 utuser コマンドは、管理者が、このコマンドが実行されている Sun Ray サーバー
上に登録されているユーザーを管理できるようにします。 utuser が提供する情報
は、 Sun Ray 管理データベースと Sun Ray 認証マネージャーからのものです。
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utuser の操作のうち情報表示のみを行う操作は、任意のユーザーが実行できま
す。データの変更または削除が伴う操作については、スーパーユーザー権限で実行
する必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a 指定された tokenID 、 server-name 、 server-port 、 name 、
other-info プロパティを持つユーザーを追加します。

この 5 つの値はコンマで区切り、引用符で囲みます。
other-information プロパティはオプションです。

-a -f 指定された filename の入力を使用して、バッチ処理で複数のユー
ザーを追加します。入力ファイルの各行の形式は tokenID 、
server-name 、 serverport 、 name 、 other-info です。

-a -i 現在トークン current-tokenID を持つユーザーに指定された 
new-tokenID を追加します。

-d 指定されたトークン ID (tokenID) を持つユーザーを削除します。こ
のコマンドは、ユーザーとそのすべてのトークンを削除します  
( ユーザーを削除しないでトークンのみを削除するには、 -di オプ
ションを使用します ) 。

-d -f 指定された filename の入力を使用して、バッチ処理で複数のユー
ザーを削除します。入力ファイルの各行の形式は tokenID です。し
かし、最初のコンマの後の引数がすべて無視されますが、このオ
プションの入力として、 -o オプションの出力を使用できます。こ
のコマンドは、関連のユーザーとそのユーザーのトークンのすべ
てを削除します  ( ユーザーを削除しないでトークンのみを削除す
るには、 -di オプションを使用します ) 。

-d -i トークン current-tokenID を持つユーザーからこのトークンを削除
します。削除対象のトークンは、そのユーザーの唯一のトークン
であってはなりません。このコマンドは、ユーザーまたはそのユ
ーザーの他のトークンは削除しません  ( ユーザーおよびそのすべ
てのトークンを削除するには、 -d オプションを使用します ) 。

-e 指定された tokenID を持つユーザーのプロパティを編集して、 
server-name、server-port、name、other-info プロパティを指定された
値に変更します。 5 つの値はコンマで区切り、引用符で囲む必要
があります。その他の情報のプロパティはオプションです。

-e -f 指定された filename の入力を使用して、バッチ処理で複数のユー
ザーを編集します。入力ファイルの各行の形式は tokenID 、
server-name 、 server-port 、 name 、 other-info です。

-e -i 指定された current-tokenID の有効と無効を切り替えます。

-h 使用法 ( 本メッセージ ) の情報を表示します。
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-l -i、 -l -n、 -L -i、 -L -n の各オプションにおいて、 substring を比較す
る場合、大文字と小文字は区別されません。

使用例 例 1 このコマンドは、ユーザー名に「 parker 」が含まれる、すべてのユーザーを
表示します。

-l 管理データベースに登録されている全ユーザーを一覧表示しま
す。

-l -c 管理データベースに登録されていて、現在ログインしている全ユ
ーザーを一覧表示します。

-l -i 管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む
トークン ID を持つ全ユーザーを一覧表示します。

-l -n 管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む
名前を持つ全ユーザーを一覧表示します。

-L 管理データベースに登録されている全ユーザーを一覧表示します 
( 長い形式 ) 。

-L -c 管理データベースに登録されていて、現在ログインしている全ユ
ーザーを一覧表示します ( 長い形式 ) 。

-L -i 管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む
トークン ID を持つ全ユーザーを一覧表示します ( 長い形式 ) 。

-L -n 管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む
名前を持つ全ユーザーを一覧表示します ( 長い形式 ) 。

-L -g 管理データベースに登録されていて現在のログインしている全ユ
ーザーとそれらユーザーがログインしているサーバーを一覧表示
します。

-o ユーザーのリストをコンマ区切りの形式でダンプ表示します。こ
のオプションによる各行の出力形式は、 tokenID 、 server-name 、
server-port 、 name 、 other-info です。

-p 指定された tokenID を持つユーザーに対するユーザーのプロパティ
を表示します。

-r このオプションが単独で指定されている場合は、指定されたトー
クンリーダーからトークン ID を読み取ります。 -a、 -af、また
は -ai オプションとともに -r オプションを使用すると、トーク
ン ID の代わりに文字「 x 」が使用されたときに、指定されたトー
クンリーダーによるユーザーまたはトークンの追加を utuser に
対して指示します。このコマンドは、トークンの読み取りができ
るようになると、プロンプトを表示して指定されたリーダーにト
ークンを挿入するように要求します。

% /opt/SUNWut/sbin/utuser -l -n parker



utuser(1M) Sun Ray システム管理

124 SRSS 3 2004 年 10 月

例 2 このコマンドは、トークンリーダー 08002086e18f を使用して token-ID を読み
取るために、未知の token-ID 、サーバー名「 localhost 」、サーバーポート
「 7007 」、ユーザー名「 John Anderson 」、およびその他の情報「 C987 」
を持つユーザーを追加します。

例 3 このコマンドは、 /tmp/users ファイルからの入力を使用して複数のユーザー
を追加します。

例 4 このコマンドは、トークンリーダー 08002086e18f からトークンを読み取りま
す。

ファイル 次のファイルを使用します。

■ /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

属性 次の属性については、 attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utdesktop(1M), utadmin.conf(4)

注意事項 -G オプションは廃止になりました。代わりに utuser -L -g を使用してくださ
い。

-k オプションは廃止されました。代わりに utsession -k を使用してください。

# /opt/SUNWut/sbin/utuser -a "x,localhost,7007,John 
Anderson,C987" -r 08002086e18f

# /opt/SUNWut/sbin/utuser -a -f /tmp/users

# /opt/SUNWut/sbin/utuser -r 08002086e18f

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前 utwall - Sun Ray ユーザーへの通知ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/sbin/utwall -a aufile [-r n] [-v]{ALL | user [:display] | :display...}

/opt/SUNWut/sbin/utwall  [-d] [-m “subject”] [-t “message-text”] [-v]{ALL | user 
[:display] | :display...}

/opt/SUNWut/sbin/utwall  [-u “message-text”]

機能説明 utwall は、メッセージまたは音声ファイルを、Xsun プロセスを持つユーザーに送
信します。メッセージは、電子メールで送信することも、ポップアップウィンドウ
に表示することもできます。あるマルチヘッドセッションへ送信する場合、その
セッションのすべてのディスプレイにポップアップウィンドウが表示されます。

-a および -d オプションは、スーパーユーザー権限を必要とします。

オプション 次のオプションを使用できます。

オペランド 以下のオペランドがサポートされています。

-a aufile 告知モードです。aufile で指定した音声ファイルを、指定した
ユーザーの X セッションで再生します。.au 形式の音声ファイ
ルは、/usr/demo/SOUND/sounds ディレクトリにあります。

-d 各 Xsun のインスタンス上で指定したメッセージを 
dterror.ds ウィンドウでポップアップ表示します。

-m “subject” subject で指定した件名と与えられたメッセージでメールを送信
します。メッセージ文に空白文字が含まれる場合は、単一引用
符または二重引用符を使用してください。置換がサポートされ
ます。

-r n 告知を n 回繰り返します。このオプションは、必ず -a オプ
ションと組み合わせて使用する必要があります。デフォルトは、
1 です。

-t “message-text” メッセージ文を指定します。この代わりに stdin で指定するこ
とも可能です。メッセージ文に空白文字が含まれる場合は、単
一引用符または二重引用符を使用してください。置換がサポー
トされます。

-u “message-text” message-text が提供されない場合、utwall は、/etc/motd 
ファイルにあるすべてのメッセージテキストを消去します。

-v 冗長モードです。

ALL Xsun プロセスを所有する全ユーザーに対して、告知を行います。

user:display Xsun プロセスを所有する指定のユーザー (display のディスプレ
イ番号は省略可 ) に対して、告知を行います。



utwall(1M) Sun Ray システム管理

126 SRSS 3 2004 年 10 月

使用例 例 1 このコマンドは、全ユーザーに電子メールを送信します。

次のような電子メールが送られます。

例 2 このコマンドは、全セッションに「Log off now!」というポップアップウィン
ドウを表示させます。

例 3 このコマンドは、ディスプレイ番号 26 の jsmith のセッションに、messagefile 
からのテキストをポップアップウィンドウで表示します。

例 4 このコマンドは、ディスプレイ番号 10 に、そのユーザーからの挨拶メッセー
ジをポップアップウインドウに表示します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 wall(1M), mailx(1M), utaudio(1)

注意事項 Sun Ray DTU が Xinerama に設定されているときは、最初の画面だけに utwall 
メッセージが表示されます。

:display display に入力されたディスプレイ番号を所有するユーザーに対し
て、告知を行います。

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -m ‘System policy change...’ -t 
‘Tonight\nPlease log off’ ALL

Subject: System policy change...
Tonight
Please log off

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d -t “Log off now!” ALL

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d jsmith:26 < messagefile

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d -t “Hello” :10

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utwho - セッションの概要の表示、およびファームウェア保守

形式 /opt/SUNWut/sbin/utwwho -c [-a] [-H]

機能説明 utwho コマンドは、ディスプレイ番号、トークン、ログインユーザーなどの情報を
収集するスクリプトで、コンパクトな形式でそれらを表示します。与えられたセッ
ションに接続している Sun Ray の、IP アドレス、Sun Ray モデル、MAC アドレス
を表示することもできます。

オプション 次のオプションを使用できます。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 utfwadm(1M), attributes(5)

-c utwho は、ディスプレイ番号、セッションのトークン、ログイ
ンユーザー、IP アドレス、Sun Ray モデル、MAC アドレスと
ともに接続している Sun Ray を表示します。ディスプレイ番号
は d.m の形式で表示されます。d はセッションの X ディスプレ
イ番号で、m は特定の Sun Ray のマルチヘッドグループ内のイ
ンデックスです。

セッションのトークンは、セッション内の 
$SUN_SUNRAY_TOKEN の値です。モデルと MAC アドレス
は、PxB.MAC のように出力されます。Px はモデルタイプの最
後の部分で、たとえば P4 のようになります。MAC は 16 進形
式の 6 バイトの Ethernet MAC アドレスです。-c オプションを
付けずに実行すると、X ディスプレイ番号、トークン、ログイ
ンユーザーを含むセッション情報だけが表示されます。この
モードでは、セッションは、Sun Ray が接続していなくても表
示されます。

-a 他のオプションと組み合わせると、このオプションは、表示す
る Sun Ray またはセッションの選択を制御できます。-a オプ
ションを指定しない場合、ログインしているユーザーのセッ
ションだけが表示されます。-a オプションを付けると、すべて
のセッションまたは Sun Ray が表示されます。その表示内容に
は、ユーザー ID フィールドが「????」のログインしていない
ユーザーも含まれます。

-H 通常の出力の上に見出しを出力します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前 utxconfig - Sun Ray DTU X サーバーの設定ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/bin/utxconfig  [-a] [-c config-file] [-d display] [-D] [-l] [-L geom] 
[-m multihead] [-p pcolor] [-r res] [-R geom] [-s asize] [-S screen-order] [-t 
token] [-x xinerama]

/opt/SUNWut/bin/utxconfig -e [-d display] [-t token]

/opt/SUNWut/bin/utxconfig  [-o] [-f file]

/opt/SUNWut/bin/utxconfig  [-i] [-f file]

機能説明 utxconfig は Sun Ray のセッションに対する X サーバーのパラメタを表示し、設
定します。X サーバーへの変更は、X サーバーのプロセスを再び開始するまで確定
されません。たとえば、ログアウトして、ログインし直す必要があります。

オプション 次のオプションを使用できます。

-a デフォルト値を設定または表示できます。スーパーユーザーだけ
がデフォルト値の設定を変更できます。

-c config-file 使用する設定ファイル (config-file) を指定します。このオプショ
ンの使用法については、このマニュアルでは説明しません。

-d display Sun Ray DTU のセッションの判定に使用する X ディスプレイ変
数を設定します。ここで何も指定しない場合、DISPLAY 環境変
数が使用されます。ユーザーは、そのセッションの設定を読み取
りまたは変更する前に、それらのセッションに接続された X 
サーバーにアクセスしている必要があります。

-D デバッグフラグです。

-e そのセッションで指定したすべての設定を消去します。全設定が
デフォルト値に戻ります。

-f file ファイルを指定します。このオプションは、-o または -i オプ
ションとともに使用されます。

-i -o で作成されるようなコンマ区切りのテキスト形式から、シス
テム設定データベースを生成します。-f オプションが指定され
ていない限り、入力データは標準入力から取られます。このオプ
ションは、root で使用してください。

-l 現在のセッションの設定を一覧表示します。このセッションに対
して特定の値が指定されていない場合は、デフォルト値を表示し
ます。
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-L geom このオプションが設定されないと、-R で設定されたユーザー指
定のジオメトリ、または何も設定されていなければ、geom で指
定されたジオメトリ用の X サーバースクリーンデバイスの起動
用引数を表示します。このオプションの使用方法については、こ
こでは説明しません。

-m multihead X セッション起動時のマルチヘッドモードを使用可能または使用
不可にします。デフォルトでは、マルチヘッド端末グループで
セッションが開始される場合、適正なスクリーン数とジオメトリ
に合致したマルチヘッドモードでセッションは開始されます。1 
つのスクリーンを持つ単一の端末でセッションを開始する場合、

「off」を指定すると、この動作を停止できます。

-o コンマ区切りのテキスト形式で、すべてのシステム設定を出力し
ます。-i とともに使用することを前提にしています。-f オプ
ションが指定されない限り、デフォルトで標準出力に出力されま
す。

-p pcolor PseudoColor (8 ビット ) 画像に対する X サーバーのサポートレ
ベルを指定します。デフォルトでは、PseudoColor 画像は使用で
きません。pcolor に指定可能な値は、off、on、default のどれか
です。pcolor に off を指定すると、PseudoColor 画像は使用不可
になります。pcolor に on を指定すると、PseudoColor は使用可
能になりますが、デフォルトの画像は TrueColor (24 ビット ) 画
像のままとなります。pcolor に default を指定すると、
PseudoColor 画像が使用可能になり、さらにこれがデフォルトの
画像に設定されます。ただしこの場合でも、TrueColor 画像は使
用できます。

-r res 現在のセッションに対して X サーバーが提供する解像度をピク
セル数で指定します。res には、「幅 × 高さ」の形式で解像度を
入力します。たとえば「1280 × 1024」のように指定します。指
定可能な幅と高さには制限があり、utxconfig の制限を満たす
ことが必要です。このパラメタ指定は、-s が off の場合のみ有効
です。

-R geom 「列 ×行」の形式でユーザーの使用したいスクリーンジオメトリ
を指定します。 X サーバーの起動時に、このジオメトリはセッ
ションが開始した端末グループジオメトリを無効にします。-m 
オプションを参照してください。

-s asize X セッションの起動した端末の解像度に最も合う解像度選択機能
を使用可能または使用不可にします。この機能は、-r オプショ
ンで設定した解像度と異なる ( これを無効にする ) ことがありま
す。デフォルトでは、最適な設定が選択されています。「off」を
指定すると、この動作を停止できます。
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使用例 例 1 このコマンドは、1024 × 768 の画面で擬似カラー画像表示を可能にします。

例 2 このコマンドは、2 つの画面 ( 右側、左側にそれぞれ 1 つ ) を持つマルチヘッ
ドグループを設定します。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目 Xserver(1)

注意事項 この設定は、実際には認証トークンに基づいて管理され、特定の X ディスプレイ番
号に常に関連付けられるわけではありません。

-S screen-order セッションのスクリーングループのスクリーン番号の順番を指定
します。この順番は、Xsun (Sun Ray X サーバー ) の標準的なス
クリーン配置の規則に準拠している必要があります。

-t token 特定のトークンの設定を使用できるようにします。このオプショ
ンの使用方法については、ここでは説明しません。

-x xinerama XINERAMA 拡張機能 (Solaris 2.6 オペレーティング環境ではサ
ポートされていません。詳細については、Xserver(1) のマ
ニュアルページを参照 ) を使用可能または使用不可にします。デ
フォルトでは、XINERAMA は使用不可です。Solaris 8 または 
Solaris 9 オペレーティング環境で XINERAMA 拡張機能を使用
可能にするには、「on」を指定してください。デフォルトの動作
に戻す場合は、「off」を指定します。

% /opt/SUNWut/bin/utxconfig -r 1024x768 -p on

% /opt/SUNWut/bin/utxconfig -m on -R 2x1 -S 0,1

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta

インタフェースの安定性 開発中
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名前 utxlock - Sun Ray のウィンドウセッションのロック用ユーティリティ

形式 /opt/SUNWut/bin/utxlock 

機能説明 utxlock ユーティリティは、現在のウィンドウ環境専用の方法で現在の表示をロッ
クします。現在の環境が Gnome の場合は xscreensaver-command、CDE の場合は 
dtsession を使用し、そのどれでもない場合は、utxlock を使用します。

注 – 画面ロックは不便と考えるユーザーもいるかもしれませんが、これを無効にし
たときのセキュリティ上の問題は明らかです。無効にするのは、自分の責任で行っ
てください。

画面ロック動作は、SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF 環境変数を NULL に設定するこ
とによって無効にできます。デフォルトの動作ではなく、画面ロックコマンドを起
動するには、コマンド行で他の値を使用します。

SRSS は、セッション切断のたびに utxlock を起動します。この動作を無効にするに
は、$HOME/.dtprofile に次の行を追加します。

SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF=; export SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF

もう 1 つの例として、たとえば mylock という専用の画面ロックプログラムがあり、
引数 -l でそのプログラムを渡したい場合は、$HOME/.dtprofile  に次の行を追加し
ます。

SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF=”$HOME/bin/mylock” -l"; export 
SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF

オプション オプションは使用できません。

属性 次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutu
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